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★

北海
道新時代#01★ はじめに

　物流業界は深刻な人手不足と効率性の低さという二
重の課題に直面しています。特に2024年度から施行さ
れたトラックドライバーの時間外労働規制によって生
じる一連の課題は、所

いわ

謂
ゆる

「物流の2024年問題」として
広く認識されているところですが、とりわけ北海道は
日本の中でも物流課題が多く、産業活動や地域経済に
大きな影響を及ぼすことが懸念されています。
　こうした背景から、経済産業省は2025年 2 月に「物
流の2024年問題による輸送力不足の実態調査（以下、
本調査）」を実施しました。本稿では調査結果のご紹
介とともに、経済産業省北海道経済産業局（以下、「当
局」）における今後の取り組みについて論じます。

第 1章　調査の概要と目的
　物流は、国民生活・経済を支える社会インフラとし
て不可欠ですが、積載効率の低さ（40％未満）や荷待ち・
荷役時間の長さ（ 3時間超）、ドライバーの拘束時間
は平均11時間46分など、効率性の面で大きな課題を抱
えています（図 1 ～ 2）。このため、経済産業省では
関係省庁と連携し、荷待ち・荷役時間の短縮に向けた
荷主事業者への支援等に取り組んでいるところです。
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経済産業省北海道経済産業局産業部産業振興課

図 1　営業用トラックの積載効率の推移

＊積載効率＝輸送トンキロ / 能力トンキロ
出所）　国土交通省「自動車輸送統計調査」、国土交通省「総合物流施
策大綱（2021年度～2025年度）」
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加（71.8％）、輸送不能リスクの増加（59.0％）、輸送
距離の制限（33.3％）、輸送回数の集約化（30.8％）
などが挙げられています（図 4）。

2 - 2  輸送力不足の実感
　回答事業者の 3割以上が、2025年 1 月の状況につい
て、前年同月と比較してトラックドライバーの確保に
苦労する、もしくは確保できなかったなど、輸送能力
不足を実感したことが「かなりあった」「度々あった」
と回答し、輸送力不足を実感する場面が多く報告され
ています（図 5）。
　具体的には、運送会社からの輸送拒否、依頼した車
両台数への未対応、集荷・納品日の変更依頼などが挙
げられています。

2 - 3 　輸送拒否の事例
　さらに、約 1割の回答事業者が、時間外労働制限を
理由に貨物輸送を断られた経験があると回答しました。
　拒否されたケースとしては、道東・道北から道央へ

　経済産業省では2024年問題による輸送力不足の実態
を把握することを目的として、北海道内の業界団体会
員事業者等を対象に実施し、約 2週間の調査期間で74
事業者から回答を得ました。
　回答事業者の業種は製造業が42％と最多で、次いで
林業（28％）、卸売業（12％）、小売業（ 6％）などが
続きました。従業員数では50人以下の事業者が半数以
上を占め、資本金では 1億円以下の事業者が約 7割を
占めており、中小企業が中心となりました。

第 2章　実態調査の結果
2 - 1  輸送力不足の顕在化
　調査結果によると、回答事業者の53％が「物流の
2024年問題」による輸送力不足が「顕在化している」
または「どちらかと言えば顕在化している」と回答し
ました（図 3）。具体的な影響としては、物流費の増

★北海道新時代 #01★

図 2 　荷待ちがある 1 運行の平均拘束時間と内訳
出所）　ドライバー実態アンケート調査（R 6 ）

図 3 　トラックドライバーの時間外労働制限に
よる輸送能力不足の顕在化の有無

図 4 　2024年問題の顕在化の具体的な内容

図 5 　輸送能力不足を実感した場面の有無
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の長距離輸送や、大型特殊車両による配送、休祝日や
早朝到着を要する配送などが挙げられています。

2 - 4 　道内荷主事業者の声
　運送会社の価格交渉に応じる一方、燃料費高騰の影
響により、ドライバーの賃上げに繋

つな

がっていないと
いった声が挙がっています。地方部の集荷・配送や長
距離輸送が困難になり物流が停滞しつつある状況を踏
まえ、北海道における今後の持続的な物流体制の構築
に懸念の声が挙がっており、持続可能な物流体制の構
築が急務となっています。

第 3章 　物流環境の課題解決に向けた制度的・面的対
応

3 - 1 　改正物流効率化法の施行
　2024年問題への対応や輸送力不足への懸念等、社会
的・経済的課題が顕在化していることを背景に、物流
を「社会インフラ」として守るため、政府は2025年に
「物流効率化法」を改正しました。
　2025年 4 月 1 日より施行された改正物流効率化法で
は、荷主・物流事業者に対して物流効率化の努力義務
が課されています。また、2026年 4 月に予定している
改正法の施行では、一定規模以上の事業者に対する中
長期計画の作成、定期報告、物流統括管理者（CLO）
の選任が義務付けられており、国による指導・助言、
調査・公表も今後行われることとなっています。

3 - 2 　共同輸配送デジタルマッチング事業
　第 2章で述べた調査結果から見えてきた北海道にお
ける物流課題を克服するためには、空車になっている
ことが多い帰り荷の積載率向上や荷物の混載といった
「共同輸配送」を促すことも重要です。
　当局は昨年度、デジタル技術を活用した共同輸配送
のマッチング事業を行政として全国で初めて実施しま
した。事業期間中には1,743ルートが登録され、約 5％
のルートでマッチング希望があり、道央と地方間の約
300ルートで共同輸配送の可能性が示されており、本
事業は2025年夏以降も実施する予定です。

共同輸配送デジタルマッチング事業の概要（2024年度）
概要：システム上で共同輸配送のデジタルマッチング
を促すためのサービスを提供するとともに、北海道内
における輸送情報を集約化・データ化。
連携先：農林水産省北海道農政事務所、国土交通省北
海道開発局・北海道運輸局、北海道。
事務局：（一社）運輸デジタルビジネス協議会（TDBC）。
事業期間：2024年12月12日（木）～2025年 1 月31日（金）。
システムの流れ：①輸送データ（出発地・到着地・輸
送量等）を登録様式に入力・送付、②発行アカウント
を用いて必要条件を入力しマッチング候補を検索、③
検索で見つけた候補事業者について事務局に問い合わ
せ、④輸送情報を登録することで共同輸配送のマッチ
ング候補事業者が見つかる。

■ 物流の2024年問題による輸送力不足について北海道内の実態と対応策　―持続可能な物流体制構築に向けた課題と展望― ■

図 6 　共同輸配送デジタルマッチング事業のイメージ
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3 - 3  　水産物流の効率化・標準化モデル事業
　2025年度、当局の新たな取り組みとして、北海道の
基幹産業である水産業の物流効率化及び地域フィジカ
ルインターネット※の実現に向けた水産物流モデルの
検討を行う予定です。
※ 　物流リソースに関する情報を各種インターフェイ
スの標準化を通じて、企業・業界の垣根を越えて共
有し、保管・輸送経路等の最適化などの物流効率化
を図ろうとする考え方。

　水産物の生産地は地方に分散しており、大消費地で
ある道央圏まで長距離輸送を余儀なくされています。
また、水産物の統一的な荷姿の規格が存在しないこと
が、物流効率化のハードルになっています。そのため、
水産物の荷姿等に関する標準化の可能性について整理
を行うとともに、具体的な実証事例の創出を図り、持
続可能な物流体制の構築を目指します。
　これらの取り組みの成果はシンポジウム等のイベン
ト開催を通じて、機運醸成に取り組んでまいります。

おわりに
　物流の2024年問題は、単なる労働規制の問題にとど
まらず、地域経済の持続可能性に直結する重要課題で
す。
　第 1章で述べた通り、課題が顕在化しつつある昨今、
制度的・面的支援を進めることは急務となっています。
北海道でこれらの物流効率化に向けた取り組みを推進
することは、単なる地域課題の解決にとどまらず、日
本全体の物流の未来を切り拓くモデルケースになる可
能性を秘めています。
　当局では、こうしたモデルケースの確立に向けて、
関係省庁、民間事業者や経済団体、学識経験者等とき
め細やかな連携を図りながら今後も取り組みを進めて
まいります。

★北海道新時代 #01★ ■ 物流の2024年問題による輸送力不足について北海道内の実態と対応策　―持続可能な物流体制構築に向けた課題と展望― ■



5 ’25.9

★

北海
道新時代#02★ 　私たちはこれまで、オーバーツーリズムという喫緊

の課題に対し、その要因を多角的に検証し、「分散・分
離・分割」という戦術の先にある「価値創造」にアプ
ローチしてきました。今号では、その議論をさらに一
歩進め、持続可能な未来をデザインするためのＤＭＯ
の羅針盤――すなわち「観光地経営戦略」について、
その在り方を自ら問い直していきます。
　本稿で述べることは、あくまで私たちが現時点で思
い描く姿であり、壮大で、時には青臭い理想論に聞こ
えるかもしれません。しかし、私たちはこの理想から
目を背けることなく、多様なご意見に真 に耳を傾け
ながら、一歩ずつ進んでいく覚悟であることを申し上
げておきます。
　私たち大雪カムイミンタラＤＭＯは、「マウンテン
シティリゾート：旭川大雪」をスローガンに掲げてい
ます。北海道の屋根・大雪山連峰。その雄大な自然は
「癒やしと潤い」を享受させてくれます。北海道第 2
の都市・旭川。その洗練された都市機能は「快適さと
利便性」を提供してくれます。この二つが調和する“こ
こだけ” の特別な地で、観光は地域に何をもたらすべ
きか――。私たちは、その問いに答え続けることこそ
が責任であり、持続可能な未来の姿を形づくる “デザ
イン” だと信じています。
　しかし、前号で考察した「オーバーツーリズム」が
顕在化し、蔓延してしまえば、この美しい景観や地域
住民の暮らし、そして地域の本来の魅力そのものが損
なわれかねません。
　私たちが目指すのは、単に観光客を誘致することで
はありません。地域の本質的な魅力を未来へと守り、
新たな価値を創造し育むことで、「訪れる人」も「住
まう人」も喜びを分かち合える、「『住んでよし、訪れ
てよし』の持続可能な観光地」の実現――。その確か
な基盤の上に立った時、すべての人が笑顔で過ごせる
新しい暮らし “マウンテンシティライフ” がはっきり
と見えてくるはずです。「マウンテンシティリゾート」
という現在地。その先にある「マウンテンシティライ

佐藤　昌彦（さとう　まさひこ）

一般社団法人　大雪カムイミンタラＤＭＯ　副理事

旭川市生まれ、江別市出身。札幌西高等学校を経て明治大学商学部を卒
業後、東京のファストフード店で勤務し、1990年に北海道庁入り。入庁後
は主に経済畑、人事畑を歩み、2021年に北海道観光局長から上川総合振
興局長に就任。2023年 5月に道庁を早期退職し、今津寛介・旭川市長に
請われて、 6月から「旭川大雪圏域連携中枢都市圏」（旭川市と上川管内
の中央部 8 町で構成）をエリアとする「一般社団法人大雪カムイミンタラ
DMO（理事長：今津寛介）」の副理事長に就任。「今だけ、ここだけ、あ
なただけ」をキーコンセプトに、ＡＴの推進など「持続可能で高付加価値
な稼げる観光地域づくり」に取り組んでいる。ニックネームは前職に由来
する「店長」。
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深く理解し、尊重する姿勢や行動に他なりません。そ
して、地域の価値に心から “共感” した時、そこから
愛着が芽生え、確かな「絆

きずな

」を育み、観光客を「交流
人口」から、地域と共に生きる「関係人口」へと昇華
させます。「ツーリストシップ」は、真の「パートナー
シップ」を築き上げていくための原動力なのです。
　このように「シビックプライド」と「ツーリストシッ
プ」は、持続可能な観光地域づくりを進める両輪であ
り、その相互作用こそが未来を拓く原動力となりま
す。そのうえで、私たちが常に忘れてはならないのが、
「私たちは、誰ひとり置き去りにしていないか？」と
いう根源的な問いです。シビックプライドを抱く地域
で暮らす人々。この地を初めて訪れる観光客。この地
の価値に共感するファン。あるいは、身体的バリアに
よって旅を諦めている高齢者や障がいのある方々。言
葉や文化の壁を感じる外国人旅行者。そして何より
も、この美しい自然や文化を受け継いでいくべき、未
来の主役である「子どもたち」。すべての人に想いを
馳
は

せ、誰もが輝ける場所を創造し続けていくこと。そ
れこそが、私たちが推進すべき「インクルーシブツー
リズム＊2」の真髄であり、この両輪が目指すべき目的
地なのです。
　そして、その実践こそが、「住んでよし、訪れてよし」
の理想を現実のものとする、持続可能な観光地域づく
りの揺るぎない根幹となります。

フ」という未来――。この美しい未来を、この地域に
関わるすべての人々と「共に創り上げ続けていく」と
いう終わりのない挑戦。これこそが、私たちの使命で
あると固く信じています。そして、使命の先に見据え
るビジョンこそが「心通わせるコミュニティの中で、一
人ひとりの笑顔が満ち溢

あふ

れる光景」であり、私たちが
地域全体でデザインしていくべき「未来の姿」なのです。

1  　持続可能な観光地域づくりとは（シビックプライ
ドとツーリストシップという両輪）
　それでは、この壮大な使命を果たすために、私たち
は何から始めるべきなのでしょうか。その答えは、私
たちが目指す「『住んでよし、訪れてよし』の持続可
能な観光地域づくり」の核心を理解することにありま
す。すべての人が笑顔で過ごせる新しい暮らし「マウ
ンテンシティライフ」を地域全体でデザインしていく
ためには、観光がもたらす経済的な恩恵を地域へ還元
するだけではなく、「訪れる人」も「住まう人」もす
べての人たちが、一人ひとりの暮らしを深く尊重し、
この地だけが持つ自然・文化・風土を未来へと守り育
んでいく――この共有された決意という「核心」から、
決して欠かすことのできない「 2 つの重要な柱」が、
くっきりと姿を現すのです。
　一つは、地域に住まう側の視点、「シビックプライド」
の醸成です。それは、私たち住民が自らの地域に抱く、
誇りと愛着、そして “自信” に他なりません。心から
の「おもてなし」とは、この「シビックプライド」を
源泉として、溢れ出るものなのです。さらに、観光客
との良好な交流を通じて、私たち自身が、自らが暮ら
す地域の価値を再発見した時、「シビックプライド」
は深化し、揺るぎない “確信” へと変わります。この
確信こそが、「おもてなし」を成熟させ、唯一無二で
持続可能なものとする原動力なのです。
　もう一つは、地域を訪れる側の視点、「ツーリスト
シップ＊1」の促進です。それは、訪れる一人ひとりが
「責任ある訪問者」として、その地域の自然や文化を

＊ 1  　ツーリストシップ（旅行者が持つべき心構え）
　　 旅先に配慮したり、貢献しながら、交流を楽しむ姿勢やその行動の

ことで、（一社）ツーリストシップが商標登録（一般言語化を目指す）。
私たちDMOは、この理念が、住民の「シビックプライド」と響き
合うことで、持続可能な観光地が実現すると考えている。

＊ 2  　インクルーシブツーリズム（誰ひとりも置き去りにしない観光）
　　 旅行者の不安や障壁などを取り除くだけでなく、多様な人々や

地域住民が共に尊重され、参加できる観光を目指す考え方。私
たちDMOは、この理念が、「住んでよし、訪れてよし」の観光
地を実現するための根幹と考えている。

★北海道新時代 #02★
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2  　持続可能な未来をデザインするための羅針盤（観
光地経営と観光地戦略の共鳴軸）
　私たち大雪カムイミンタラＤＭＯの使命――「マウ
ンテンシティライフ」という未来――。この美しい未
来を、この地域に関わるすべての人々と「共に創り上
げ続けていく」という終わりのない挑戦。この挑戦には、
確かな羅針盤が必要です。私たちは、その羅針盤が「観
光地経営戦略」であると考えます。これは単に私たち
だけの想いではありません。国（観光庁）も、ＤＭＯ
の登録要件として、科学的根拠に基づく「観光地経営
戦略」の策定を明記しています。観光地経営戦略とは、
ＤＭＯがマネジメントやマーケティング等を行うエリ
アが、中長期的（ 4 ～ 5 年間）に目指すビジョン及び
ビジョンを実現するための具体的な戦略のことであり、
まさに「未来をデザインする羅針盤」なのです。
　では、その羅針盤はどのようにしてつくられるので
しょうか。その は私たち自身の名前「ＤＭＯ」に示
されています。ＤＭＯとは、Destination Management 
/ Marketing Organizationの頭文字です。最近では「観
光地域づくり法人（ＤＭＯ）」と表記されることが多
いのですが、私たちは、この「Ｍ」が表す二つの「Ｍ」
が持つ機能、すなわち「マネジメント（観光地経営）」
と「マーケティング（観光地戦略）」こそが、互いを
増幅させ合う「共鳴軸」となることで、観光地経営戦
略が羅針盤としての機能を果たし、航路を照らすこと
ができるのだと考えております。

【観光地経営：ビジョンを形にする、持続可能な基盤】
　「心通わせるコミュニティの中で、一人ひとりの笑
顔が満ち溢れる光景」――これこそが、私たちがこの
地で実現したい “マウンテンシティライフ” の理想の
姿です。このビジョンを形にするため、私たちは「観
光地経営（ディスティネーション・マネジメント）」
を推進します。それは、地域全体を一つの事業体とし
て捉え、「『住んでよし、訪れてよし』の持続可能な観
光地」の構築に向けた、活動の基盤となるものです。

　持続可能な観光地づくりは、行政はもとより観光事
業者や関係団体、そして地域住民といった多様な関係
者とともに、観光客の急激な増加が引き起こす地域社
会や環境への負荷を軽減し、地域全体のバランスを保
ちながら進めていく必要があります。私たちはその意
思表示として、「JSTS-D（日本版持続可能な観光ガイ
ドライン）」に登録しました。このガイドラインでは、
観光地を環境・社会・経済の 3つの側面から測定・評
価し、改善していくことが求められています。正直なと
ころ、ガイドラインが示すすべての基準、特に地域全
体での連携を求められる項目をすぐに高いレベルで達
成することは、決して容易なことではありません。私た
ちもそのハードルの高さを認識しています。だからこそ、
私たちはJSTS-Dを完璧な達成目標として掲げるのでは
なく、地域の環境保全と利活用、住民生活の質の向上、
経済活性化とオーバーツーリズムの未然防止・解消と
いったテーマに対し、地域全体で取り組んでいくため
の「共通のものさし」として活用しながら、着実に進
めることを目指します。ビジョン実現に向けて重要なの
は、この 3つのバランスのとれた発展なのです。
　また、持続可能な観光地づくりの真髄である「イン
クルーシブツーリズム」の実践も、言うまでもなく観
光地経営の重要な柱です。私たちは「インクルーシブ
ツーリズム」を、単なるアクセシビリティ改善（利用
しやすさの向上）とは捉えていません。その先にある、
「心通わせるコミュニティ」を創り上げることこそが、
本質的なゴールであると考えます。その実現のため、
すべての人が参加しやすい環境を整えることが大切で
す。私たちの地域では、自治体や関係団体、民間事業
者などによるバリアフリー化や多言語対応など重要な
取り組みが進められてきております。私たちＤＭＯの
役割は、このような方々としっかりと連携し、一人ひ
とりに地域の魅力を届けること。そして、観光による
恩恵が広く地域にいきわたり、地域全体が活性化する
よう観光地経営をデザインしていくことです。その先
に、本質的ゴールとして掲げた、私たちが地域に関わ

■ DMOの使命：持続可能な未来のデザイン　～その航路を照らす「観光地経営戦略」という羅針盤～ ■
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るすべての方々と共に創り上げる「心通わせるコミュ
ニティ」が生まれます。そこには、一人ひとりが自分
らしくいられる「居場所」があり、ここに関わること
で自己実現さえできる、そのコミュニティこそ、「住
んでよし、訪れてよし」が実現された、持続可能な観
光地の理想の姿なのです。

【観光地戦略：共感から絆へ、持続可能な循環】
　ビジョンを形にするためには、「観光地経営」によっ
て活動の基盤を築くだけでは十分ではありません。私
たちは、この地域が持つ素晴らしい価値を、多くの人々
に知っていただく必要があります。地域の魅力をあま
ねく伝え、多様な人々との出会いを創出する誘客促進
の重要性は言うまでもありません。しかし、私たちが
推進する「インクルーシブツーリズム」の観点では、
そのアプローチは単なる宣伝広告や無差別な集客行動
とは明確に一線を画します。それは、データ分析といっ
た科学的根拠に基づき、この地の価値――マウンテン
シティライフ――を心から尊重し、深く「共感」して
くれる「共創のパートナー」を見つけ出すための戦略
なのです。
　ここで言う「共創のパートナー」とは、地域と共に
未来を歩む可能性を秘めた人たちを意味します。ツー
リストシップを理解・実践し、地域の価値に「共感」し、
その一つ一つの共感を紡ぎ、「愛着」で染め、確かな「絆」
を織り上げていきます。その結果、観光客としての「交
流人口」から、地域と共に生きる「関係人口」へと昇
華し、「シビックプライド」を共有する「心通わせる
コミュニティ」の一員となっていくのです。
　この「共感」を紡ぎ「絆」へと織り上げる循環のプ
ロセスこそ、もう一つの「Ｍ」、すなわち「観光地戦
略（ディスティネーション・マーケティング）」の真
髄です。絆で結ばれた人々がもたらす新しい視点や活
力、経済的な恩恵は、再び地域を潤し、新たな魅力を
創造する源泉となります。共感が絆を育み、絆が地域
を豊かにし、豊かになった地域がまた新たな共感を呼

ぶ。この絶え間ない好循環を生み出すことも、私たち
の役割と言えます。
　さらに、「観光地戦略」から得られる科学的根拠は、
「観光地経営」のデザインそのものにフィードバック
され、基盤をより強固なものへと進化させます。「観
光地経営」という確かな基盤と、「観光地戦略」によ
る循環。この二つの力が相互に作用し、進化し続ける
好循環を生み出すこと。それこそが、私たちの羅針盤
となる『観光地経営戦略』なのです。「観光地経営」
と「観光地戦略」。この二つが強く共鳴し合う時、私
たちの羅針盤は「マウンテンシティライフ」という未
来へ向け、その航路を確かな光で照らし出します。

【北海道の真ん中で、未来の暮らしをデザインする】
　北海道の屋根・大雪山連峰の麓に広がる、雄大な自
然と洗練された都市機能。その二つが調和する北海道
の「真ん中」。「ハートオブ北海道（The Heart of 
Hokkaido）」と呼ぶべきこの地なら、誰もが夢見る「新
しい暮らし」を形にできるはずです。
　私たちが申し上げてきたことは、理想論に過ぎない
のかも知れません。実際の取り組みの中で、時には厳
しいご意見をいただき、反省や見直しの場面も多く、
試行錯誤の連続です。それでもなお、この地に暮らす人、
この地を愛するすべての方々と共に、持続可能な未来
をデザインするため、「観光地経営」と「観光地戦略」
――この二つの柱を両輪として機能させながら、地域
の価値を守り、高めていく航海を続けてまいります。
　今ここに生きる私たちだけでなく、次の世代にも誇
れる地域であり続けるために…。

★北海道新時代 #02★ ■ DMOの使命：持続可能な未来のデザイン　～その航路を照らす「観光地経営戦略」という羅針盤～ ■
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開発調査総合研究所 シリーズ「地域コミュニティ」〈２〉

北海道における地域コミュニティの活性化に向けて
－地域課題の解決に向けた新たな共創の取り組み－

『持続可能な町内会に向けたシンポジウム「どうする?!町内会」』
パネルディスカッション「これからの町内会の進むべき途」（後編）第2回

　当シリーズの第 2 回目として、前号に引き続き、地
域コミュニティの基本である町内会をテーマに、今年
2 月に開催された旭川市でのシンポジウムにおける後
半のパネルディスカッションの概要をご紹介します。

2025年 2 月14日に旭川市役所内にて開催（主催：旭
川市立大学地域連携研究センターおよび旭川市）
【基調講演】
「町内会の維持・活性化のために何が必要か」
　大野　剛志　（おおの　たけし）
　旭川市立大学保健福祉学部コミュニティ福祉学科教授
　旭川市立大学地域連携研究センター所長
【学生による調査報告】
　旭川市立大学保健福祉学部コミュニティ福祉学科
　大野剛志ゼミナールの学生
【パネルディスカッション】
「これからの町内会の進むべき途」
■コーディネータ―
　松岡　昌則　（まつおか　まさのり）
　旭川市立大学保健福祉学部教授
　北海道大学名誉教授／秋田大学名誉教授
■パネリスト
　武岡　明子　（たけおか　あきこ）
　札幌大学地域共創学群（法・政治学系）教授
　小内　純子　（おない　じゅんこ）
　札幌学院大学法学部教授
　（令和 7 年 4 月より同大学名誉教授）
　片山　めぐみ　（かたやま　めぐみ）
　札幌市立大学デザイン学部准教授
※　シンポジウムの概要等を以下に掲載しています。
https://www.asahikawa-u.ac.jp/post-news250219-30250/

＜テーマ 2：町内会の維持・活性化のために必要なこと＞
松岡（コーディネーター）　町内会は、同じ地域に住
む人々のつながりを深め、住みよい地域をつくるとい
う共助の役割を担っていますが、若い世代にも理解
してもらうためには、どういったことに取り組めばい
いのでしょうか。
武岡　これまで町内
会は「誰もが入るも
の」「地域におけるあ
らゆる活動を引き受
けるもの」とされてい
ましたが、こうしたこ
とはもはやできないと
思っています。そして、住民側もそこまで求めていな
いという地域が多いのではないかと思います。これ
からは「やりたい人がやりたいことをやる」「できる
人ができることをやる」ということを許容していかな
ければ、町内会は維持できなくなると思っています。
　実例で紹介しますと、東京都港区の「お台場合同
自治会」は、会費も活動の義務もない町内会です。
賃貸マンション 5 棟が集まり、2013年に結成されま
した。結成のきっかけとなったのが、2011年の東日
本大震災で、このときは町内会がなかったので、住
民の安否確認ができなかったそうです。それはよく
ないということで町内会を結成し、住民の約 6 割に
あたる500世帯が会員になっています。会費を集めて
いないため、リサイクル資源を回収して得られた収
入や港区からの報奨金を財源として、夏祭りやハロ
ウィンなどのイベントを行って、ゆるやかなつながり
を築いています。
　また、こうしたイベントを行うだけでなく、住民の
意見を集約して代表することも町内会の大事な機能の
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一つです。例えば、行政に意見を伝えるときに、一個
人で行っても話を聞いてもらえませんが、 6 割の加入
率がある町内会は一種の地域代表としての地位を持
ち得ていることから、行政に話を聞いてもらえます。
加入率が下がったとはいえ、行政に何か物申すときに
も町内会は役に立ちます。港区ではシャトルバスが住
民の生活の足になっていますが、利用者が減り港区か
ら補助金が打ち切られそうになりました。このとき、「お
台場合同自治会」は自治会連合会を通じて要望書を
出し、シャトルバスを継続することができたそうです。
　札幌市中央区の「サッポロレジデンス町内会」は、
札幌駅に隣接した20階建ての分譲タワーマンション
です。都心部にあるので、人間関係が希薄と思いき
や、ゆるやかに適度な距離感で住民同士のつながり
を築いています。マンション 1 棟で一つの町内会を
つくっていて、総戸数235戸のうち220戸が会員で、
約 9 割の加入率があります。豊平川の花火大会のと
きは、屋上を開放して子どもたちにお菓子を配り、週
1 回健康体操教室もしています。このゆるやかなつ
ながりが生きたといわれたのが胆振東部地震のとき
で、有志の方がエントランスで炊き出しをしたり、ひ
とり暮らしの高齢者のところに食事を届けたりして助
け合ったそうです。ここでは以前から有志の方が「来
たいときに来て、帰りたいときに帰る」「食べ物は持
ち寄る」といった新年会を行っていたということです。
　私はさきほど、やりたい人がやりたいことをやると
いう町内会があってもいいといいましたが、こうい
うことをいうと自治体の職員はとても嫌がると思いま
す。なぜなら自治体は町内会にいろいろな仕事をして
もらっているので、それができないといわれると困る
からです。ですが、これだけ加入率が下がり、担い
手も減り、町内会長や役員に負担が集中している中、
これまでのように行政の下請け機関という役割を続け
ていける町内会は多くないと思います。そもそも、自
治体が委託する業務が多すぎることが住民から町内
会は何をしているのかわからないと思われるだけでな
く、公的な組織だと思っている人もいて「私には関係
ない、必要ない」と、町内会離れの原因になっている
のではないかと思っています。できるだけ行政の仕事

は少なくして、地域ごとの課題に住民自身が向き合え
るようにしていくことが大事だと思います。
　町内会は強制加入団体ではないという最高裁の判
例もあり、もはや町内会に入ることは当然ではありま
せん。このような状況下で、住民に町内会に入って
もらうためには、「仕掛け」が必要です。例えば、生
活する上で誰もが関係すること、ごみやリサイクル、
除排雪などが、その仕掛けになり得ます。札幌市東
区の「東かりきひかりの町内会」は、新しい分譲住
宅地で子育て世帯が多く住んでいますが、最初は町
内会が結成されておらず、越してきた人はごみステー
ションがどこにあるのかわからず、次第に辺りが荒れ
てしまったそうです。これではいけないということで、
一から町内会を立ち上げたということです。
　これとは逆に、自治体が直営でごみステーションの
管理等をしている地域では、町内会加入率が低かった
り、あるいは町内会の解散が増えたりという傾向にある
ようです。例えば、中標津町は町内会加入率が33.51％
（2025年 1月末）で道内ワースト1ですが、ここでは町
がごみステーションと街路灯の管理をしています。住
民がこれらの管理をしなくてもいいことが、町内会の
必要性を感じにくくさせているのかもしれません。行政
からの依頼事務や充て職が町内会にとって負担になっ
ているので、その見直しは必要だと思いますが、住民
自身で地域課題を解決していくための「仕掛け」とし
て残しておくべきこともあるのだろうと考えます。
　また、町内会はこういうものだという従来の考え
も変えていかなければならないと思っています。例
えば、地元の神社への奉賛金を町内会費から出して
いるケースは多いのではないかと思います。ですが、
地域には様々な信仰を持つ住民がいることを考える
と、これは適切ではないといえます。昨年 6 月、旭
川市の弁護士会は、市内の町内会に対して、神社へ
の奉賛金の支出をやめるよう勧告を出したと聞いて
います。さらに、町内会のイベント等で男性陣がお
酒を飲んでいる裏で、女性陣が料理をしたり、配膳
をしたりということがみられますが、こうしたことも
今後はやめていくことをおすすめしたいと思います。
　地域住民皆が楽しいと思える町内会をつくって
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いってほしいと思っています。
片山　私は、市町村な
どからまちづくりの提案
を頼まれる際、大抵座談
会を開催するのですが、
行政に地域の人を集め
てくださいとお願いする
と、いつも同じメンバー

しか集まらない傾向があります。ですから、地域の人
材をいかに発掘するか、育てるかということが課題だ
と思っています。そこで提案は、先に話したマルシェ
です（前号参照）。何かワクワクすることをしないと、
地域に眠っている人材や、その人たちが生き生きして
いるところをみることはできないと思っています。町
内会でマルシェや朝市をしているところがあれば、ぜ
ひ、こういう視点で取り組んでみてほしいです。
　私の大学は札幌市南区芸術の森という地域にあっ
て、ここで「八

や

百
お

カフェ」というマルシェが開催され
ています。これは学生が授業の課題で提案した企画で
すが、この企画を実際にやってみたいといわれました。
ちょうどそのとき、10年くらいお付き合いのある朝市
をしている女性が、コロナ禍で朝市をする場所を失い、
再開する場所を探していたので、大学のキャンパスを
借りてマルシェをすることにしました。それがあれよ
あれよという間に大きな活動になり、一昨年、STV「さっ
ぽろふるさと再発見」という番組で紹介されました。
　マルシェは、 5 ～10月の第 1 日曜日の午前 9 ～
11時に開催しています。出店やパフォーマンスへ
の希望者は40件くらいで、来場者は毎回200～400
人います。子どもたちがお小遣いを持って買いに
来るので、お店の商品ひとつひとつの単価は安い
ですが、売り上げは大体20万円程度です。実行委
員会は運営資金として売り上げの 5 ％を申告制で
もらっています。参加者は地域住民、近隣の農家
さん、商店だけでなく、最近は医療福祉専門の職
員が介護予防の講義に来て、健康相談や健康体操
を行っています。彼らは普段仕事をしている施設
内だけではなく、より多くの地域住民の健康増進
活動に関わりを持ちたいと思っていて、こういう

ことをアウトリーチ＊1といいますが、それにぴった
りの場だと思います。
　私はこれとは別に、学校に通っていない子どもたち
が行くフリースクールの手伝いをしていますが、その
子たちがいろいろな趣味を持っていたので、試しに趣
味の編み物をマルシェで出店してみることにしました。
そうしたら 2 時間で 2 万円の売り上げになりました。
こうしたお小遣い稼ぎは、人の意欲が掻

か

き立てられる
のだと思います。人と関わることが苦手で社会とつな
がりのなかった子どもたちが、マルシェでの出店を通
じて、どんどん成長していくようになります。
　マルシェは関わる人たちの自己肯定感が向上した
り、人間性がみえたりして、人材発掘のできる場です。
地域の町内会でもマルシェのことを住民に声かけし
てくれるようになって、〇〇さんと○○さんが出店し
たいといってたと情報をくれたり、地域に関わりのあ
るいろいろなところとの連携がはじまっています。そ
ういう関係性ができてくると、例えば、マルシェの会
場の雑草がのびているから誰か草刈りしてくれない
かなといっていると、開催日前日には草がきれいに刈
られていたり、その他にもいろいろなお願いを聞いて
くれたりするようになります。人は役割を与えられる
ことを実は必要としているので、何かお願いをするに
しても、楽しいとかワクワクするような充実感がある
と、それがスムーズにいくということを、この活動を
通して実感しています。
小内　私の住んでいる
町内会の話をします。
会員は57戸で、加入し
ていないところが 8 戸あ
り、加入率は87.7％で
す。80歳以上が20人以
上いて、超高齢化して
います。会費は月600円で、 1 年間分を一括で集金し
ています（この中には街灯費と除排雪費が含まれま
す）。非会員からも街灯費と除排雪費は徴収していて、
これは持参か振込にしています。江別市は生活道路
に関しては、除雪はしてくれますが排雪はしてくれな
いので、それにかかる費用を市と町内会で折半して

北海道における地域コミュニティの活性化に向けて

＊ 1  　医療や福祉の分野では、病院や施設から地域に出て、患者や当
事者のところで活動することを意味する。
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います。年 1 回の除排雪にかかる費用は、町内会で
なければ市は補助してくれないので、これが町内会
解散の歯止めになっていると思います。
　さきほど話したように、会員が高齢化しているので、
役員のなり手が少ない状況があり、2023年に私は総
務を担当することになりました。そして、役員の任期
（ 1 年間）が終わったと思ったら、今度は輪番制の班
長がまわってきて、 4 、 5 月の班長は町内会費を集
金しなければならないので、とても大変でした。
　本日、会場にいる町内会役員をされている皆さんは、
それぞれ負担に思うことが違うだろうと思いますが、
私が役員をして負担に感じたことは、広報誌や回覧板
の仕分けと、町内会費の集金でした。ですので、これ
らの負担軽減策を考えてみたいと思います。全国統計
になりますが、（公社）日本広報協会の「自治体広報
誌の配布方法（2023年度）」によると、広報誌配布に
ついて自治体・町内会を主に利用しているのは73.0％
と一番多いですが、利用しないが22.9％となっていま
す。では、どうやって配っているのかというと、シルバー
人材センターや広報誌配達委員、発送業者等を利用
して配布しています。広報誌配布は町内会を介さなく
ても、むしろ専門業者に依頼した方が町内会に加入し
ていない世帯も含めて100％に届くと思います。費用
の問題はあるかもしれませんが、こういうことを考え
てもよい時代になっていると思います。
　次に、集金に関しての負担軽減策として電子決済
がありますが、その事例を紹介します。「釧路昭和中
央 6 丁目町内会」は、若い子育て世代の会員220世帯
の町内会ですが、町内会費のコンビニ払いを導入し
ています。さらに回覧板は、町内会公式LINEをつかっ
ています。ただ、こうしたコンビニ決済やLINEには
利用料金がかかります。この町内会は、子ども祭り
をする等、活発に活動しているので、そこで得た収
入があるからできているのかもしれませんが、全ての
町内会ができるとは限りません。総務省の「自治会
等に関する市町村の取組についてのアンケート調査
（2021年）」によると、自治会等のデジタル化への市
町村の支援については、「支援していないし、予定も
ない」が84.9％となっています。町内会等へのデジ

タル化に対する行政のサポートは進んでいない状況
となっています。コロナ禍を契機にSNSの活用を検
討する町内会が増えていますが、費用負担の問題か
ら導入が難しいという町内会もあり、こうしたところ
に行政からの効果的な支援が必要だと思っています。
　私自身の町内会役員の経験も含めて、町内会が存続
していくために必要なことは、町内会役員をしている皆
さんが一番負担だと感じていることを、どう軽減して
いくかを考え実行することだと思います。自治会・町内
会に加入している人を対象にしたインターネットリサー
チ＊2では、自治会・町内会の活動で感じるストレスの
圧倒的 1位に「役員になること（39.2％）」が挙げられ
ています。役員になった人の負担を少しでも減らして
いくためにも、町内会の活動を今一度見直すことが持
続可能な町内会にとって重要なことだと考えます。
松岡　町内会衰退の要
因としては、町内会の役
割が見えにくい、役員の
負担が大きいことが挙
げられています。
　今日の町内会は、世代
構成や産業構造など地域
の特質に合わせて、地域住民が求めているものを整理
した上で、優先的な課題に絞って取り組むことが重要で
す、また、人々が参加しやすい仕掛けも重要です。マル
シェなど、特定の目的を持ったサークルや団体と連携を
図っていくことにより、地域活動の役割を実感していけ
るのではないでしょうか。
　本日の議論を参考に、それぞれの地域でゼロから考
え直し、取り組みを再開していただきたいと思います。

※ 　パネリストの武岡氏、小内氏、片山氏は、当研究
所の「北海道における地域コミュニティに関する研
究会」の構成委員です。

北海道における地域コミュニティの活性化に向けてシリーズ「地域コミュニティ」〈２〉

＊ 2  　㈱AlbaLinkが運営する訳あり物件買取プロが、自治会・町内会
に加入している477人（女性279人／男性198人）を対象に「自治会・
町内会に関する意識調査」を実施（インターネットによる任意回
答）。
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1 　はじめに
　今年 5月にHBC北海道放送により「人口約 2万人
の町で “ホテルラッシュ”」として中標津町が紹介さ
れました。現在、大手乳業メーカー 2社が町内で大規
模工場の新設・更新を進めており、その工事関係者の
宿泊需要を見込んだ事業者等が町内で続々と宿泊施設
の建設を進めています。また、2024年に中標津町内で
新設された会社数は2005年以降最多の30社に上り、今
後は前述の大規模工場建設も更なる地域経済活性化に
追い風となると期待されています。
　中標津町は、北海道の東部、世界自然遺産の基部に
位置する人口約22,000人の町であり、根室地域のほぼ
中央に位置する地理的条件や、札幌・東京と道東をつ
なぐ中標津空港の存在により交通の要所となっている
町です。知床の山並み、広大な酪農風景、少し足を延
ばせば世界自然遺産の知床や、阿寒摩周国立公園等の
豊かな自然環境に恵まれ、産業では、全国有数の酪農
の町でありながら、根室地域の経済の中心として中小
の店舗はもちろん近年の大型スーパーや有名チェーン
店等の出店により商業施設も充実しています。また、
地域センター病院である町立中標津病院、国・道の出
先機関等の都市機能の集積もある事で、仕事や買い物
等で訪れる近隣市町村の住民をはじめ、様々な人たち
が集まる地域の交流拠点になっており、その商圏人口

は町の人口を大きく上回り 8～10万人とも言われてま
す。中標津町がここまでの商圏を持つのは根室地域や
釧路・オホーツク地域の一部が釧路市・北見市の人口
10万人都市から距離が遠く、中標津町を中心とした商
圏が形成されている事にあります。
　小売の年間商品販売額は道内町村の中では 1位であ
り、現在も大型スーパーや有名チェーン店等の商業施
設の出店が続くとともに、前述の大規模工場の新設・
更新の影響により更なる地域経済活性化が期待される
商業のポテンシャルが高い町です。また、観光面では
ランドマークである開陽台がある他、町の周囲には有
名観光地が数多くある事から、広域観光の拠点として
も高いポテンシャルを秘めている町でもあります。

2 　人口推移と基本戦略
　中標津町は2012年までは人口が増加していた町でし
たが、国勢調査では2010年の総人口23,982人をピーク
に人口減少に転じ、2020年には総人口23,010人となっ
ています。国立社会保障・人口問題研究所（社人研）
の2023年推計によれば、中標津町の人口は2050年で
16,552人まで減少するとされており、道内市町村の中
では人口減少の進行は緩やかではあるものの、町は最
重要テーマとして人口減少対策に取り組んでいく必要
があると考えています。

第２期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略第２期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略

地方創生

中標津町総務部政策推進課

人口10万人都市から半径50kmの円と中標津町

人口の推移と推計（国勢調査、社人研推計より）
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地方創生

　中標津町の人口減少が緩やかである最大の理由は、
前述した人が集まる拠点性と、根室地域が全国有数の
一次産業生産額を誇っており、中標津町がその消費地
として受け皿になっている事にあり、企業活動や投資
が活発に行われているためです。言い換えれば中標津
町は近隣市町村とともに発展してきた町であり、地域
一体となって活性化する事が極めて重要であると言え
ます。そのため、近隣市町村同士で人口を奪い合うの
ではなく、いかに地域の産業と中標津町の拠点性を維
持・強化しつつ、都市部に一極集中する人材にこの地
域に目を向けてもらえるかが、社会増減対策において
重要な考え方となります。
　また、自然増減対策においては、全国的に若年女性
が都市部に流出する傾向にありますが中標津町でも同
様であり、これにより子育て世代自体が減少している
事に加えて婚姻率の減少傾向もあいまって近年出生数
が大きく減少しています。全国的に言われている事で
はありますが、中標津町も結婚している女性が出産す
る子どもの数は過去から大きく変化はないため、出生
数の減少を防ぐ意味でも都市部への一極集中の是正、
特に若年女性においてその対策は非常に重要だと考え
ています。
　人口減少の影響は中標津町における働き手不足に波
及しており、町の拠点性や地域の産業等の「基盤」を
整えつつ、この基盤を維持するためにも都市部をはじ
めとした地域外から人材（特に若年女性）を確保する
「手段」を構築していく事が、中標津町の人口減少対
策における基本的な戦略となります。

3 　第 2期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略
の概要と取組事例
　これらの背景を踏まえ、中標津町では 3つの基本目
標と、その中で特に重点的に取り組むべき施策として
「特化対策」を設定し人口減少対策に取り組んでいま
す。主に特化対策が「手段」の構築にあたるため焦点
を当てて紹介します。

［基本目標 1］多様なつながりで活性化するまち（雇用・
活性化）
【特化対策】女性の社会参加の促進
　この特化対策は『女性の社会参加の促進に向けた仕
組みづくり、体制づくりに取り組むとともに、若年女
性の転出傾向が高まっている原因を調査し、その対策
を検討する』ものとして設定しています。
　具体的な取組としては、中標津町の女性活躍を推進
し女性に選ばれる地域となるため、アンケート調査に
より町内事業所の雇用形態や女性活躍推進に係る取組
等について現状把握を行うとともに、男女間の無意識
の思い込みの解消に向けたフォーラムを開催し意識醸
成を図っています。
　また、若年女性の転出傾向が高まっている原因調査
については、統計データや各種アンケート調査結果等
により、高校卒業後に 6～ 7割の学生が大学等に進学
し高学歴化が進んだ一方で、大学等卒業者が魅力的に
感じる企業が中標津町内に少なく、大学生等の町外在
住者を対象とした採用活動に積極的な町内企業も少な
かった事が最大の要因であり、男性よりも女性の方が
その傾向が顕著であるためと分析しています。
　つまり、今いる中標津町の若年女性が活躍の場がな
く町から出て行っている数が多いのではなく、ほとん
どの若年女性が進学等で一度町を離れる中で、大学等
卒業後に中標津町が選ばれにくい傾向があるのが原因
であり、地域における女性の活躍推進に加え、若者・
女性に魅力的な雇用の創出や、都市部等の地域外から
人材確保するための情報発信が必要であると考えてい
ます。

大学・専修学校への進学率推移（学校基本統計より）
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第 2期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略

［基本目標 2］結婚し子どもを産み育てたいと思える
まち（結婚・子育て）
【特化対策】若い世代の結婚支援
　この特化対策は『基幹産業を支える農業青年をはじ
め、民間との連携により若い世代がパートナーと出会
える場の創出に努め、結婚機会の創出を図る』ものと
して設定しています。
　具体的な取組としては、中標津町内での婚姻率上昇
を目的として、酪農後継者対策としての出会いの場の
創出や、20代・30代の道東在住者を対象とした若者交
流イベントの企画・運営等を行っています。若者交流
イベントは当初婚活イベントとして実施していました
が、人口規模が少ない地域においては婚活イメージが
受け入れられにくく女性参加者が少なかったため、現
在は若者の交流の場を創出する方針に転換して参加者
増加につながっています。若者交流イベントは中標津
町民のみならず近隣自治体からの参加者も多く、中標
津町を「若者が集まる町」としてブランディングを図
り、若者同士の交流を促進するとともに、若年層の中
標津町に対するイメージを改善する事を次の展開とし
て考えています。

［基本目標 3］愛着を持ち、住みたくなる、戻ってき
たくなるまち（定住・愛着）
【特化対策】高等教育機関の誘致・充実
　この特化対策は『高校卒業後の進学先となる高等教
育機関の誘致に努めるとともに、町内進学の促進に向
けた教育環境の充実に努め、進学による都市圏への人
口流出を抑制し、あわせて15～19歳の男女の転出が多
い潜在的な原因を調査し、その対策を検討する』もの
として設定しています。
　根室地域ではこれまで高校卒業後の進学先がなかっ
た事から、高校卒業後にほとんどの学生が進学等で町
を離れていましたが、町内団体と連携した誘致活動の
展開により2024年 4 月に学校法人岩谷学園が運営する
ひがし北海道IT専門学校が中標津町内に開校しまし

た。開校したばかりであり現時点で学生数の充足には
至っていませんが、今後は高校卒業後の進学先の一つ
として若者減少の抑制が期待されています。
　15～19歳の男女の転出が多い潜在的な原因は前述の
とおり若者の大学等進学に対して雇用の魅力や町外へ
の採用活動が不足していると分析しており、専門学校
開校による機会を活かしつつ、並行して一度町を離れ
た若者を対象としたUIJターン対策を進める必要があ
ると考えています。

4 　新たな人口減少対策に向けた方針
　現在中標津町では、これまでの取組や分析結果を踏
まえて新たに 3つの方針を設定し、都市部から人材（特
に若年女性）を確保する新たな「手段」の構築を進め
ています。
　 1つ目は『若者・女性に魅力的な雇用の創出・情報
発信』です。今年 2月に中標津町は人材総合サービス
会社の株式会社ネオキャリアと株式会社ふるさと開拓
ラボとの 3者による、持続可能な地域社会の発展と新
たな地域活力の創出を目的とした包括連携協定を締結
しました。人材採用・育成支援において豊富な知見を
有する企業との官民連携により、中標津町における雇
用創出や人材定着、DXの推進等を図っていく事を目
的としたものであり、持続可能な地方創生のモデルを
構築していく事を目指しています。また、あわせて町
が認定した事業所に正社員として就職した人を対象と
した奨学金返還支援制度を新たに創設しており、町内
事業者への町外人材募集のノウハウ等の支援と、就職
者に対する経済的支援を組み合わせる事により、若者
をはじめとしたUIJターン対策を推進しています。

2024年 4 月に開校したひがし北海道IT専門学校
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　 2つ目は『若者・女性に選ばれる地域づくり』です。
これまで進めてきた若者交流の促進や女性の社会参加
の促進を継続するとともに、若者が地域を知り・関わ
る事で一度町を離れても戻って来たいと思えるよう、
幼少期～高校生、若手社会人や新たに中標津町内に進
学する専門学生も含めて、まちづくり活動に参画する
場の創出を進めています。具体的には、若者がまちづ
くりについて話し合う場の創出や、若者が交流し賑

にぎ

わ
う事ができるイベントを若者自身が企画・運営する取
組の準備を進めています。また、現在策定を進めてい
る第 7期中標津町総合計画の後期基本計画と第 3期総
合戦略においては、策定に携わる町民委員に若者・女
性に多く参加いただいており、若者・女性の視点を踏
まえたまちづくりを目指しています。
　 3つ目は『子育て環境の充実』です。「出生数の増加」
や「仕事と子育ての両立」を図る事を目的として、今
年 9月から保育料負担軽減を強化し、現在の 3～ 5歳
児の保育料無償化に加えて、 0～ 2歳児の保育料を第
1子半減・第 2子以降無償化とする事を予定していま
す。これにより、出産後の女性の会社復帰や再就職等
も期待しているところであり、町内の女性活躍や働き
手不足対策も見据えた施策として実施しています。
　また、町内の働き手不足により地域産業等が衰退し
「基盤」が弱くなる事を防ぐため、中標津町では外国
人材の活用を推進しています。2021年には中標津町内

に日本語学校が開校しており、その留学生に対する経
済的支援や、留学生・就業者確保に向けた海外往訪プ
ロモーション、多文化共生に向けた外国人と地域住民
との交流イベント等を実施しており、2020年には100
人程度だった外国人人口は、今年 5月末時点で350人
を超える等、外国人に選ばれる町としても取組を進め
ています。町内事業所における外国人雇用も徐々に増
加しており、飲食店や介護事業所等の様々な場面で外
国人材が活躍し、地域活力の維持に貢献しています。

5 　おわりに
　第 2期中標津町総合戦略は今年度が最終年度であ
り、中標津町では現在、これらの取組を踏まえた第 3
期総合戦略の策定を進めています。現在中標津町は、
これまで述べた投資拡大やIT専門学校開校、外国人
増加等に加え、全国的なAI技術の発展やデジタル化
の浸透等の大きな変化の中にあり、こうした変化に適
応するとともに機会を逃さず、地域が一体となって活
性化できるよう、全国有数の一次産業や地域の拠点性
等の強みを活かしたまちづくりを展開していきます。

地方創生 第 2期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略

㈱ネオキャリア・㈱ふるさと開拓ラボとの連携協定
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脱炭素～北海道における再生可能エネルギー

白糠町における脱炭素への取組み
2 　白糠町が取組む環境施策
　　～ 3Ｃ（Challenge　 Change　Chance）
○　人類が地球を温暖化させている
　私たちは当たり前に電気やガス、灯油などのエネル
ギーを使って暮らしています。白糠町に限らず北海道
ではガソリンを燃料とする車も生活に欠かせません。
世界の科学者の知見をもとに気候変動を分析する
IPCC（政府間パネル）の第 6次評価報告書では「人
間の活動が地球を温暖化させてきたことは疑う余地が
ない」と明言しています。私たちが排出する温室効果
ガスが気候変動を加速させ、地球規模で大きな変化を
与えているのです。

○　シロクマが消える ! 北極の危機
　地球の中で最も温暖化が進む北極圏では、海を覆っ
ている氷が年々縮小しています。このままでは、ホッ
キョクグマなどの野生動物と、極寒の環境に適応して
きた数万の生物種は絶滅の危機に瀕する可能性があり
ます。これは地球規模で進んでいる危機の一例にすぎ
ません。目前の脅威に向き合い、明るい未来を手にす
るために、白糠町は挑戦を続けます。

○　地球環境の危機に白糠の新たな挑戦 !
　いま世界は、パンデミックや紛争、食料問題、激甚
化する自然災害、止まらない地球温暖化など、様々な
課題を内包しながら大転換の岐路に立っています。中
でも温暖化対策は人類が取組むべき急務です。地球規
模の話となると、他人事と考えてしまいがちですが、
自分の生活に大きく影響する身近な問題として捉え、
町民一人一人ができることから行動することが非常に
大切です。
　世界的にCO2削減に取組んでいる背景を踏まえて、
白糠町のまちづくりの三本柱である「第一次産業の再
興と振興」「町民の健康づくり」「教育（意識改革）」に、
“環境” を加え、まちづくりの理念を再構築しました。
白糠町は「環境教育と環境に配慮したまちづくり」を

1 　白糠町の概要
　白糠町は北海道の東部、釧路市の西隣で南は太平洋
に面した、漁業と農業そして酪農が盛んなまちです。
太平洋沖の暖流と寒流が交わる絶好の漁場を有し、 1
年を通じて様々な海産物が水揚げされます。中でもシ
シャモや毛ガニ、ヤナギダコ、ツブ貝は、高い評価を
受け、お土産としても人気です。さらに、今や全国区
となった「しそ焼酎鍛

たん

高
たか

譚
たん

」をはじめ、イタリアンチー
ズや羊肉、ヨーロッパでは高級食材とされる鹿肉も生
産しています。年間の日照時間の長さと冷涼な気候、
森や川、そして海の自然がもたらす豊かな “食材” が
自慢のまちです。
　また、移住・定住・子育てサポート・住宅政策など
総合的な施策を展開し、ゆとりある新生活と健やかな
子育てを応援しています。“太陽の手” 子育て支援は、
「出産お祝い金の支給」「18歳までの医療費の無料化」
により、地域を挙げて子どもたちの成長を見守り、出
産・医療面をサポートし、保育・教育支援は、保育か
ら進学まで子どもたちの成長と学びをバックアップ。
「すべての子どもの保育料・給食費無料化」「新入学児
童・生徒入学支援金の支給」を実施し、子育て世代か
ら好評をいただいております。
　住宅政策についても、移住・定住を希望する方にゆ
とりある生活を送ってもらえるよう万全な支援体制に
注力し、「空き家バンク制度」「太陽のまち定住奨励助
成事業」「新築住宅固定資産税の減額」など安心して
暮らせる基盤の整備を重点としております。

白糠町 企画総務部 企画財政課 ゼロカーボン推進係
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での課外活動も取り入れ、幼少期から年齢に合わせた
カリキュラムを実施します。環境問題をしっかり認識
し、自ら考えて行動できる人材がこれからは必要とな
ります。
　白糠町は、2050年までにCO2排出量を実質ゼロとす
る「ゼロカーボンシティ」を表明しました。脱炭素化
は地球環境を守るだけではなく、新たな産業づくりに
よる地域経済の活性化や、雇用創出による人口増加な
ど町の繁栄にも繋

つな

がる取組みです。この素晴らしい白
糠町を子や孫へ贈るために、いま私たちが行動を起こ
しましょう。この一歩が未来を変えると信じていま
す。

推進していきます。
　まず、基幹産業である農林水産業は、気候変動に対
応しながら一歩前へ進み、デジタル技術を活用し効率
化を図ります。また、再生可能エネルギーにおいては、
地産地消とクリーンで災害時にも強いエネルギーシス
テムの確立を目指します。そして、昔からこの土地で
自然と共生してきたアイヌ民族の文化から、今の時代
に通ずる考え方や知恵を学びます。このように、白糠
の特性を活かしたフィールドで、環境に配慮した新た
な試みにチャレンジします。
　持続可能な社会づくりに貢献できる人材を育てる
「環境教育」にも力を入れていかなければなりません。
白糠の豊かな自然が育む産業と文化。このフィールド

脱炭素～北海道における再生可能エネルギー
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○　カーボンニュートラルが地球温暖化の特効薬
　地球温暖化は他人事ではありません。このまま温暖
化が進むと、気温や海水温の上昇、海の酸性化、極地
の氷床が溶けて海水面が上昇するだけではなく、洪水
や豪雨、干ばつなどの頻度や強さが増すといった異常
気象を引き起こす気候変動により世界中に大きな影響
を与えます。白糠町でも基幹産業である農林水産業や、
我々の暮らしに大きな影響を与える問題です。
　地球温暖化を食い止めるため、2050年までに温暖化
の原因となる温室効果ガスの実質ゼロ（カーボン
ニュートラル）を目標に据え、世界中で様々な対策が
とられています。日本では2030年度までに温室効果ガ
スを46%削減（2013年度比）することを目指すこと、
さらに50%削減に向けて挑戦することを目標に掲げま
した。白糠町でもカーボンニュートラルの実現に向け
て、「ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。

○ 　目標達成には一人一人が環境を意識して行動する
ことが必須！
　白糠町では現状を把握するため、エネルギーの使用
状況とCO2の排出量を調査しました。こうした調査を
自治体が独自に調査するのは先進的な試みです。結果、
CO2の削減率は2013年度比で8.7%の削減率でした。

2030年度までに削減率を50%にするためには、企業は
もちろん、一人一人が環境を意識して行動を起こすこ
とが大事です。
　「白糠町地球温暖化防止実行計画」にしたがって、
太陽光発電や地中熱ヒートポンプなどの再生可能エネ
ルギーを導入し、LED照明やEVなどの省エネ対策を
実施することで、CO2排出量削減を推進します。
　また、災害に強く環境負荷の低い住環境の整備や、
環境に配慮した新たな産業への取組みにより、移住・
定住を促進するとともに、地域経済の活性化にも繋げ
ていきます。
　日本のエネルギー自給率は、先進国の中でも低い
11.3%。CO2排出の最大要因といわれる火力発電が 7
割以上を占めています。カーボンニュートラル実現に
向け、再生可能エネルギーへのシフトが推奨されてい
ますが、北海道は再生可能エネルギーのポテンシャル
に満ちた土地です。道内発電電気量に占める再生可能
エネルギーの割合は38%で、政府の導入目標数値（36
～38%）をクリアしています。
　白糠町は、日照時間の長さと冷涼な気候を活かした
太陽光発電、間伐材を利用する木質バイオマス発電な
ど、再エネ先進地です。今後は、洋上風力や地熱の検
討を進め、クリーンエネルギー創出を目指します。

○　ユーラス白糠ソーラーパーク

■ 白糠町における脱炭素への取組み ■
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○　ソーラーグレージング（営農放牧型太陽光発電）
　使われていなかった89ヘクタールもの広大な牧草地
を再利用し、放牧と太陽光発電を同時に行う画期的な
事業が白糠町でスタートします。両面強化ガラスの太

陽光パネルを約 3万枚設置し、総出力20メガワットを
発電。冷涼な気候は、太陽光発電はもちろん動物を飼
育するにも最適な環境です。

■ 白糠町における脱炭素への取組み ■脱炭素～北海道における再生可能エネルギー
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ガストロノミックツーリズムin北海道
～食と文化の観点から地域を見つめ、北海道を学ぶ旅～

遊佐　順和（ゆさ　よりかず）
公立大学法人旭川市立大学 新学部設置準備室 教授

東京都出身。北海道大学大学院教育学専攻修了。大学卒業後、日本フイルコ
ン株式会社、池脇会計事務所、AIR DO北海道国際航空株式会社、株式会社
ホテルオークラ札幌などの勤務を経て、2010年より札幌国際大学に奉職し、
2025年より現職に就く。本務の傍ら、内閣府地域活性化伝道師、北海道住宅
供給公社理事、一般財団法人北海道開発協会評議員、一般社団法人和食文化
国民会議 全国「和食」連絡会議「和食」地域特派員なども兼務する。

ぶ旅～

第1話

「札 幌」

　今月より12回にわたり、北海道内の市町村で「食」
をテーマとして地域を見つめ、そのまちの歴史や文化を
紐
ひも

解
と

き、特徴あるまちのご紹介をさせていただきます。
初回は道都札幌のまち歩きで見つけるまちの魅力です。
　昨年、知り合いのコンサルタント会社社長より、「札
幌カルチャーウォーク」という企画で食をテーマに文化
的に楽しく学びながらまち歩きができるコースを考えて
欲しいと依頼を受けました。札幌の「食」にはいろい
ろなコンテンツがありますが、今回は老舗料亭と喫茶店
に注目し、由緒ある場所や路地裏を探訪してまちの記
憶を辿

たど

ることで札幌の歴史や文化を紐解き、もう一度
ゆっくりと訪ねたいと感じてもらえるようなまち歩きを提
案しようと考えました。
　老舗料亭を選んだ理由は、日本の伝統文化を継承
する外観・内装など建築意匠や技などにも触れながら、
北海道の海山が育む豊かな恵みが食卓に上り、会食を
通じて食材のテロワール（土地の個性）に想いを馳

は

せ、
生産者に感謝の心を抱いて欲しいとの想いからでした。
もう一つは、私たちが大切に守り、後世に継承すべき「和
食」にも興味や関心を持って欲しいためです。
　喫茶店を選んだ理由は、総務省家計調査（県庁所在
地・政令指定都市を対象に実施）によれば、札幌市は
大津市、京都市などに次いでコーヒーの年間支出金額
が全国 4 位の都市であり、この背景には、北海道は冬
が長く、自宅で過ごす時間も長い北国らしい土地柄を
表わす嗜好品だと感じたことによります。

札幌の料亭文化を辿る
　かつて札幌にはススキノを中心に料亭や割

かっ

烹
ぽう

が軒を
連ね、最盛期の昭和20年代後半には約50軒の店があり
ましたが、バーやクラブなどの登場により料亭はまたた
くまに衰退してしまいました。ススキノ交差点近くにあ
る南 3 条と南 4 条の間の仲通り「都通」には、かつて
「いく代」「辰巳」など、札幌の代表的な名門料亭や見
番（芸者衆の事務所）などが軒を連ねていました。こ
の通りは昼夜を問わず三味線の音色が響き、とても華
やかで賑

にぎ

わいある場所でした。現在のウインズ札幌Ａ
館あたり（南 3 条西 4 丁目）にあった割烹「いく代」は、
昭和初期には札幌随一の売上を誇り、この通りは「一
等小路」とも呼ばれていたそうです。現在、都通は往
時をしのぶ面影を残し通りの両側にビルが建ち並び、
克美ビルには札幌の代表的な老舗バー「Bar やまざき」
をはじめ、各ビルに多くの飲食店があります。
　ススキノ交差点を南 7 条まで下ると、花街の象徴と
もいわれた1945年創業の料亭「川甚本店」があります。
昔ながらの佇

たたず

まいを残す純和風建築の外観で、内装は
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和風建築の代表ともいわれ、京都で生まれ古くから茶
室や歴史的建造物などに使われてきた伝統的な土壁の
聚
じゅ

楽
らく

壁で仕上げられ、こだわりある天然秋田杉をふん
だんに用いた設

しつら

えとなっています。外壁は高さ4メート
ルほどある木塀で囲まれた厳かで風格ある佇まいでス
スキノの風情を残しています。川甚本店では、こうした
店舗の外観や店内の設えとともに、北海道産をはじめ
旬の食材を板前料理で提供する料亭文化が今なお維持
されています。
　2013年12月、ユネスコ無形文化遺産の登録を受けた
「和食；自然を尊重する日本人の心を表現した伝統的な
社会習慣（食文化）」は、新鮮な魚介や野菜を用いて
材料の持ち味を生かし調理されます。料理に加え、器
の種類、盛り付けにも趣向を凝らし、季節感を重んじ
て調理される料理には、以下の特徴があります。
　① 多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重。
　② 健康的な食生活を支える栄養バランス。
　③ 自然の美しさや季節の移ろいを表現。　
　④ 正月などの年中行事との密接な関わり。

　北海道は、この和食文化を支える代表的な出汁素材
である「昆布」の 9 割以上を生産しています。料亭で
の食事は、店内の設えや前庭の四季折々の借

しゃっ

景
けい

を堪能
しながら食器を愛

め

で、料亭ならではの情緒を感じ、地
元産の出汁素材「昆布」により食材の持ち味を尊重し、
季節感を生かした「和食」を体感することができ、心
安らぐ優美なひとときが紡がれます。
　このほか、川甚本店では北海道産の食材を生かした
料亭ならではの食事とともに、芸妓による着物での立ち
居振る舞いや踊り、三味線演奏、獅子舞の鑑賞など、
札幌で継承されているお座敷の伝統文化（日本文化）
を体感することもできます。川甚本店正面の南 7 条通
から駅前通の南 8 条西 3 丁目に斜めに抜ける水路の形
を残す「千両小路」には、かつて小路の両側に料亭や
割烹が軒を連ね三味線の音色が響き、小路の折れ曲が
るところに「千両」という名前の料亭があったことから
小路の名前が付けられたそうです。札幌市内でこの十
手のような形状をした路はここにしかありません。
　これまで学生を連れ、優美な日本の伝統文化を学び
ながら、食卓から北海道が育む豊かな食材により地産
地消を体感する会食を数回催しました。学生たちは、
初めて足を踏み入れる厳かな雰囲気の料亭に、最初は
非常に緊張していましたが、店舗の外観、店内の設え、
前庭の借景を見つめながら、日本の伝統文化に感動し
ていました。その後から一品ずつ運ばれる料理や時季
にちなんだ器を愛で、北海道の食材を中心にその素材
の持ち味を生かした料理を堪能して舌鼓を打ちます。
最後にお店より講話をいただき、料理はもとより料理
人の食材や生産者に対する想いと、料亭文化の意義と
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ススキノの歴史を紐解く話を通じ、「食」の有難さや食
卓を囲むことの楽しさと地産地消の大切さを改めて感じ
ていました。自分たちが暮らす身近なまち札幌には貴
重な歴史と文化があり、そのことを一つ一つ理解して、
守り継承していきたいと想いを新たにしていました。
　冒頭で記した「札幌カルチャーウォーク」では、料
亭で懐石料理をいただく会食にススキノの歴史を辿る
まち歩きを加えたツアーとして催行しました。参加され
た社会人の方からは、「かつて、自分の親がきらびやか
なススキノで高度経済成長期を支えた痕跡を垣間見ら
れた」などの声が寄せられました。
　料亭を巡るまち歩きは、国内旅行者はもとより日本
の伝統文化や北海道に関心を持つインバウンドの皆さ
んにも、札幌のまち並み散策とあわせ、北海道が育む
豊かな「食」とともに、素材の持ち味を生かす「和食」
の奥深さや、前庭の借景、室内の設えなどを通じて料
亭ならではの情緒を感じ、日本の伝統文化を体感して
いただくことができます。

札幌の珈琲文化を訪ねる
　札幌の歴史や時代の変遷を体感することのできる場
所として、喫茶店にも注目したいところです。喫茶店は
独りで訪れ自分だけの時間をゆっくり過ごす、かしこま
らず毎日のように気軽に訪れることもできる心地良さ、
仲間と楽しく集まりコミュニケーションを取り関係性を
深めて広げることもできるなど、さまざまな利用方法と
楽しみ方ができる空間です。
　札幌では、1970年代初期から自家焙煎された珈琲
を店頭で販売するビジネスが本格的に始まりました。
1972年に札幌市が政令指定都市となり人口増加が進む
なか、中心部をはじめ市内各区に美

お

味
い

しい珈琲の提供
や、自家焙煎した豆を販売する特徴ある喫茶店が誕生
していきました。時折、新聞などで老舗喫茶店の閉店
が報じられて残念に想うこともありますが、札幌にはま
だ昔ながらの面影を残し、永年にわたり多くのお客様
にこよなく愛される銘店があります。自家焙煎した豆で
淹
い

れた珈琲や、その店の定番でこだわりある料理やス
イーツを提供するレトロな喫茶店や、ジャズ喫茶の銘店

ガストロノミックツーリズムin北海道
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などを訪ねると、開店当時から今日に至る歴史を見つめ
ることで、まちが持つ固有の匂いやまちの記憶を辿るこ
ともできる喫茶店があります。近年、若い世代を中心に
昭和レトロな喫茶店「純喫茶」が注目を集め、静かで
お洒落な空間の店舗に友人とともに訪れ、こだわりの珈
琲と料理やスイーツなどを味わい、楽しく寛げる時間を
過ごすこともブームとなっています。
　2000年代初期、札幌でカフェがブームとなり「札幌
café本」なる喫茶店が特集された雑誌が販売されはじ
めると、古民家を再生したお洒落で居心地の良い店、
札幌軟石で造られた倉庫を活用した店や、国の登録有
形文化財など歴史的建造物を動態保存すべく店舗利用
する喫茶店など、店舗の建物自体に特徴ある喫茶店も
たくさん登場してきました。

　こうした喫茶店探訪を通じ、まちの成り立ちや当時の
暮らしの様子を知ることができ、その店舗のもともとの
利用方法などを紐解くと、札幌の産業史にも触れること
ができ、まち歩きをより文化的に楽しいものとすること
ができます。
　さらに近年は、チェーン店でありながら店舗ごとに異

なる趣の設えで多店舗展開する喫茶店や、珈琲豆の原
産国や品種、農園まで生産地を絞り込み、栽培から品
質管理まで徹底した選りすぐった珈琲豆を使う「スペ
シャルティコーヒー」の専門的な喫茶店も登場してきま
した。さらに、市内でのチェーン展開とともに地元百貨
店とのタイアップにより催事フロアを会場として、全国
および台湾からも有名店がこぞって集結する珈琲好き
には堪らないイベント企画を毎年仕掛ける喫茶店もあり
ます。このように、札幌の珈琲を楽しみ嗜

たしな

む文化レベ
ルは年々高まり、今後もさらに進化を続ける大きな期待
と魅力を感じます。

　今や喫茶店は友人との歓談やビジネスでの打合せ、
イベント会場としての利用や、近隣店舗や地域団体で
実施される芸術文化活動の情報発信など、新たなコミュ
ニティの形成とまちの文化価値を創造し、より豊かな生
活を醸成する役割も担っています。こうした特徴ある喫
茶店を巡る際、まちなかの公園や歴史的建造物なども
動線に含めると、さらに味わい深いまち歩きにできます。
喫茶店で好みの珈琲や料理やデザートをいただき寛い
だ後、公園で自然景観の鑑賞や野鳥、小動物との出合
いが心和ませ、歴史的な趣ある建造物を見学・鑑賞し、
まちの成り立ちにも想いを馳せると、札幌の歴史や文化
を感じながら探訪を楽しむまち歩きとなります。札幌の
気になる喫茶店と公園や歴史的建造物を組み合わせ、
カフェ巡りをしてみませんか！

ガストロノミックツーリズムin北海道



タンチョウは大型で、意外と人間の近くでも生活して
いるのですが、その一方で地元民にとっては当たり前
の存在になってしまっているのか、名前や姿以外は案
外知られていないことも多くあります。様々な保護活
動の結果、生息数も増えてきましたが、それに伴って
課題も多くあります。今回はそんなタンチョウについ
て、紹介していきましょう。

タンチョウとは
　まずは少し堅苦しい話から入ります。タンチョウは
分類学的にはツル目ツル科に属し、主に湿地に住む大
型の水鳥です。漢字では丹頂と書き、「丹」は「赤」、「頂」
は「頭頂」を指します。アイヌ語ではサロルン・カム
イ「湿地の神」と呼ばれます。英名は、現在では
「Red-crowned Crane」すなわち「赤い頭冠のツル」
が主流ですが過去には「Japanese Crane（日本のツ
ル）」や「Manchurian Crane（満州のツル）」などと
も呼ばれました。学名では「Grus japonensis」、「Grus」
はツル属、「japonensis」は日本のという意味なので、
日本のツルとして世界にも知られているわけです。
もっとも、タンチョウは日本だけではなく、ロシア南
部、朝鮮半島や中国南部などユーラシア大陸にも分布
しています1）。
　タンチョウといえば頭の赤色が特徴的ですが、これ
は頭頂部の皮膚が裸出していて、あえてかかる言い方

はじめに
　ツル、と一口に言うと、特に道民がまず思い浮かべ
るのがタンチョウであろうと思います。頭が赤く、白
と黒のコントラストが美しい鳥です（写真 1）。ツル
の仲間は世界で15種類いますが、日本で継続して繁殖
し、一年中生息しているのはタンチョウだけです。ま
た厳しい冬の間、保護のために給餌を行っていますの
で、給餌場に集まってくるタンチョウは、道東での観
光資源としても知られています。筆者の勤務する阿寒
国際ツルセンターには、隣接して給餌場があるので、
冬には多くのタンチョウが飛来します。
　一方で夏の間はこの光景は見られず、近くで縄張り
を構えているペアか、流れ者の若い個体が時々訪れる
くらいです。そのため給餌期間以外は飼育個体や館内
の展示、映像資料をご覧いただくことになります。

北海道におけるタンチョウの現状
～生態と保護の歴史～

吉野　智生（よしの　ともお）

釧路市生涯学習部動物園管理係　学芸専門員
1979年生まれ、千葉県出身。大学時代から野鳥含む自然観察にのめり込み、獣医学部で合法的に野鳥を研究対象とするた
め寄生虫学を専攻。2009年酪農学園大学獣医学博士。2011年から環境省九州地方環境事務所勤務を経て、2013年より釧
路市に奉職。2 0 2 2年より現職。タンチョウの飼育、研究、標本作製および教育普及を主な業務とし、現在は主に阿寒国際ツ
ルセンター勤務。

「ほっかいどう学」第46回

写真 1　冬の給餌場にて
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IUCN（国際自然保護連合）のレッドリストではVU（危
急種）、日本の環境省レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類
（VU）とされています。
　野生動物の絶滅を防ぐためには、大きく分けて、本
来の生息地での個体の増殖や生息環境の改善を図る
「生息域内保全」と飼育下繁殖個体の増殖、再導入に
よって野生個体群を補強する「生息域外保全」の 2つ
の考え方があります。動物園など飼育施設では主に後
者が行われており、釧路市は国の保護増殖事業計画2）

に基づき、環境省から保護増殖事業者の確認を受けて
タンチョウの飼育、繁殖や保護に取り組んでいます。

をすれば禿
は

げています。これをいわゆるつるっぱげと
言うとか言わないとか。それはさておき、赤く見える
のは鶏のトサカのように、皮下の血液の色が透けて見
えるためで、興奮すると血管が拡張し、血流が増える
ので赤い部分が後頭部まで拡大します（写真 2）。で
はいつからこうなるのかというと、幼鳥のうちは頭頂
部にもきちんと茶色の羽が生えています（写真 3）。
これが 1歳を超えた頃からだんだん抜け落ち（写真
4）、タンチョウは 3歳で成鳥、つまり性成熟し繁殖
できるようになりますが、3歳までに完全に禿げます。
タンチョウにとっては大人の証なのです。
　ともあれその名前のとおり、主に湿地に住み、頭が
赤い。名は体を表すといいますが、当たっているので
はないでしょうか。もっとも、最近は湿地の鳥という
ばかりでもないのですが、それは後ほど。

タンチョウの保護の始まり
　タンチョウは過去には本州にも分布していました
が、狩猟による個体数減少や、開発に伴う生息地の減
少などにより、明治時代に一度絶滅したと考えられて
いました1）。そんなタンチョウが数十羽、釧路湿原の
奥地で再発見されたのが1924年で、現在はそこから約
100年が経過しました（表 1）。再発見以降、地元住民
や行政などにより様々な保護活動が行われるととも
に、国の特別天然記念物に指定され、また種の保存法
に基づく国内希少野生動植物種にも指定されました。

「ほっかいどう学」第46回

表 1　主に釧路市に関係するタンチョウ保護の動き
1889 明治22 北海道庁丹頂狩猟禁止令
1892 明治25 保護鳥指定
1924 大正13 釧路湿原内で再発見
1935 昭和10 天然記念物「釧路のタンチョウとその生息地」指定
1950 昭和25 阿寒町で人工給餌成功
1952 昭和27 道の一斉調査で33羽が確認。特別天然記念物指定
1958 昭和33 釧路市丹頂鶴自然公園開設
1965 昭和40 阿寒町タンチョウ愛護会結成
1967 昭和42 特別天然記念物指定（地域を定めず）
1968 昭和43 鶴公園で人工繁殖に成功
1975 昭和50 釧路市動物園開園
1977 昭和52 阿寒町タンチョウ観察センター開館
1981 昭和56 阿寒町のタンチョウ飛来地域が鳥獣保護区指定
1982 昭和57 タンチョウ保護増殖センター開設

1993 平成 5 絶滅の恐れのある希少野生動植物の種の保存に関する法律制定
国内希少野生動植物種指定（保護増殖事業計画の策定）

1996 平成 8 阿寒国際ツルセンター開館
2011 平成23 ニトリ・サルルンカムイプロジェクト始動（2015年度まで）
2013 平成25 環境省タンチョウ生息地分散行動計画策定
2015 平成27 給餌場における給餌量調整開始
2023 令和 5 環境省タンチョウ生息地分散行動計画改定
2024 令和 6 環境省給餌場における高病原性鳥インフルエンザ対応指針策定

写真 2 　成鳥（やや興奮している） 写真 3 　幼鳥（生後 6か月程度） 写真 4 　亜成鳥（ 1歳半程度）
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は人間でいう踵
かかと

で、鳥類では「ふ蹠
しょ

」と呼び、タンチョ
ウでは約30㎝ありますが、これは哺乳類でいう足首の
骨と足の甲の骨が癒合した部分です。タンチョウに限
らず、鳥類は基本的につま先立ちをしています。足の
指も長く、足跡は直径約18㎝になりますが、第 1趾

し

（人
間でいう親指）が少し高い位置についているため、物
が握れず、木の枝に止まることはできません。代わり
に、長い脚と長い趾

あしゆび

で体を支え、湿地など足元の悪い
ところでも自在に歩き回ることができます。
　体の色や形には、雌雄で違いはありません。性別は
飼育管理上重要なので、現在は血液などを採取し、
DNA判別を依頼していますが、お金や時間、捕獲の必
要性など課題もあります。オスの方が全体的に少し大
きく、例えば嘴や翼、ふ蹠などは統計的にオスが大き
いため、計測値から雌雄はある程度判別できます6 ）、7）、8）。
ただぱっと見ではわかりませんし、数値にばらつきも
あります。なので、残念ながら単独でいた場合は雌雄
を見分けるのはまず不可能です。ペアが成立していれ
ば、鳴き合いという特徴的な行動（オスが一声「コー」、
メスが二声「カッカッ」と続けて鳴くことで、ペアで
行われる鳴き方）があり、またその際オスは翼を少し
持ち上げるので、声や行動から判別できます 1 ）（写真
1はペア同士の張り合いで、右から 2番目はオス）。
　タンチョウの声は非常に大きく、広い縄張りによく
響きます。タンチョウに限らず鳥類は大きな胸骨（い

タンチョウの飼育の歴史
　1958年に釧路市丹頂鶴自然公園（鶴公園）が開設さ
れ、人の関与の下でタンチョウを自然繁殖し、育った
個体を野外に放鳥すること、および飼育繁殖に関する
知見を集めることを目的としてタンチョウの飼育が始
まりました。ここに野生から捕獲された 5羽が放され、
やがて野生から飛来した個体とペアが成立し、繁殖が
始まったのです。1964年には初めて人工育雛

すう

に、また
1968年に初めて人工繁殖に成功しました。そうして育
てられたヒナの多くは野外に放鳥されました3）。1975
年には釧路市動物園が開園、その後1982年に動物園内
にタンチョウ保護増殖センターが開設され、タンチョ
ウの飼育数も増えていきました。現在では、1996年に
設立されたツルセンターも含めた 3施設でタンチョウ
を飼育しています4）。

身体検査をしてみる
　さて、飼育をしていますので、ちょっとタンチョウ
の体を詳しく見てみましょう。身長約140～150㎝、体
重は約 6～10㎏、翼を広げると240㎝程度になります。
なお科学的には【全長：嘴

くちばし

の先から尾羽の先まで】を
示すべきなのでしょうが、今回はわかりやすさ重視で
立ち姿とします。なお全長の場合は約120～140㎝です。
筆者が165㎝程度ですので、成人男性より少し小さい
と思えばよいかと。なお体重は比べてはいけません。
鳥類の中ではかなり大型の部類で、そのため、飛び立
つ際に数歩の助走が必要になります。体重は季節に
伴って 1～ 2㎏の増減があり、秋から冬にかけて食い
込み、春先から夏にかけて体重が減少します1）、5）。人
間はこんな簡単に体重が変化しませんのでうらやまし
い限りです。いや、簡単ではないのでしょうけれど。
　タンチョウは主に湿地などに生息します。背が高く、
脚が長く、足の指も長いです。時々、「膝が逆に曲がっ
ている」と聞かれることがありますが、タンチョウを
含め、鳥類の膝は外からははっきりと見えません（写
真 5）。逆に曲がっているように見えている関節は実

写真 5 　黒矢印が踵、白矢印が膝
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わゆるヤゲン）を持ち、竜骨突起という部位に大きな
胸筋、浅胸筋（いわゆる胸肉）と深胸筋（いわゆるさ
さみ）が付きます。タンチョウの成鳥では合わせると
約 1㎏以上あります。タンチョウの気管は非常に長く、
この竜骨突起の中に潜り込み、中でループしています
（写真 6）。鳴管から発せられた声は、この長い気管で
金管楽器のように増幅され、大きな声となるのです。
気管は成鳥では約110～130㎝と長く、個体差はありま
すが、オスの方がメスより長いです9）。気管は成長に
従って胸骨内に入り込んでいき、それに伴って声変わ
りをします。ヒナのうちはピイピイという甲高い声し
か出なかったのが、 1歳頃には少し落ち着いて、少し
ずつ親のような声に変わっていくのです10）。

タンチョウの飼育と繁殖
　さて、先述のとおり、タンチョウは 3歳で成鳥とな
り、繁殖可能になります。雪が解けてきた 3月中頃か
ら繁殖期に入り、縄張りの中に枯草や枯れ枝などを集
めて、直径約100～120㎝の皿状の巣を作ります（写真
7）。卵は一度に 1～ 2 卵で、有精卵なら約32日でヒ

ナがふ化します1）（写真 8）。 1卵目と 2卵目の大きさ
には差があり、おそらくヒナが 1羽でも育つことを優
先しているのでしょう。 2羽を育て上げるペアもいま
すが、冬に 2羽連れで確認できる割合はヒナ連れのう
ち約15％で、 2羽育て上げるのは大変な労力がかかる
と考えられます11）。
　卵は雌雄交代で抱くので、ペアで行動していたタン
チョウが片方ずつ行動するようになったら産卵したこ
とがわかります。確認後数日してから卵を一度回収し
て巣には擬卵を入れ、本物は大きさを測り、暗いとこ
ろで光を当てて有精卵かどうかを調べ（写真 9）、ふ
卵器で保温して有精卵だった場合はふ化予定日の数日
前に親元に戻します。過去には人工育雛、飼育を行っ
ていましたが、現在は親に育ててもらう自然育雛を基
本としています3）、4）。
　ヒナはだいたい体重100g程度、手のひらに乗るサ
イズで生まれてきますが（写真10）、すぐに大きくなり、
生後約 3か月で親くらいの身長になります。 4か月程
度で羽が生えそろい飛べるようになるので、その頃一
度捕獲し、計測や採血、性別判定を行います。また飼
育下に残す場合は風

かざ

切
きり

羽
ばね

の一部を切る切羽を行い、
ケージから飛び出せないようにします。過去には羽を
切らず出入り自由に飼育していましたが、現在は事故
の防止や鳥インフルエンザ防止などのため切羽してい
ます。タンチョウの風切羽はだいたい 2年に 1回抜け
落ち、 1か月半程度かけて新しくなります12）、13）。そ
のため、飼育個体は健康診断を兼ねて定期的に捕獲し
ています（写真11）。

「ほっかいどう学」第46回

写真 6 　胸骨内の気管走行

写真 7 　タンチョウの巣

写真 8 　卵（左が 1卵目） 写真 9 　暗箱内で光を当てる
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成長、そして個体群管理
　タンチョウの飼育は最初に鶴公園に放された 5羽
と、鶴公園に飛び込みそれらとつがいになった野生個
体から始まりました。ここに傷病保護されて野生に戻
れなかった個体や、新たに飛び込んできた個体などが
加わり、現在大きく 3つの家系があります。生まれた
個体は、当初は設立目的に従って主に放鳥されました
が、現在は飼育個体の世代交代や新たな血統を加えて
いくため、血統を確認しながら方針を決めています4）、

14）。放鳥する場合は環境省指定の足環
わ

をつけ、残す個
体は切羽して管理します。ヒナが大きくなり、 2月頃
には子別れが始まります。残す個体は捕獲して別の
ケージに分け、放鳥個体は、親が次の繁殖を始めるの
でいずれ追い出されます。足環がついているので、目

撃情報があればどこに行ったか、何年生きたか、繁殖
したかなどがわかってきます。1999年以降で33羽を放
鳥していますが、そのうち約 4割がペアを形成し、 8
ペアがヒナを育てたことがわかっています15）。このよ
うに、飼育個体の放鳥も野生個体群の維持に一部寄与
しています。
　一方でタンチョウは縄張りを強く意識するため、あ
る程度広い飼育スペースが必要で、ペアまたは単独で
しか飼育できません。そのためブリーディングローン
（繁殖貸与）という仕組みを利用し、複数の動物園で
飼育を行っています。現在は釧路以外に旭山動物園、
円山動物園、そして岡山後楽園で北海道産のタンチョ
ウが暮らしています。また2011年に当園と台北市立動
物園との間で学術交流の覚書が交わされ、また同年か
ら2015年まで行われた株式会社ニトリホールディング
スと釧路市、北海道の連携協定による「ニトリ・サル
ルンカムイ・プロジェクト」の一環として、台北市立
動物園にもタンチョウ 1ペアが貸与され16）、2022年に
はヒナが誕生しています。タンチョウの域外保全は、
このように多くの主体が関わって行われています。
　さて、飼育の話で紙面が尽きましたので、次回は野
外での状況を交えて紹介いたしましょう。

引用文献
1）正富宏之　2000　タンチョウ‐そのすべて‐　北海道新聞社
2）環境庁・農林水産省・建設省　1993　タンチョウ保護増殖事業計画
3）叢書編さん事務局　1976　タンチョウの釧路. 釧路市
4）釧路市動物園　2015　開園40周年記念誌「あゆみ」　釧路市
5）矢口　茜　2016　動物園研報 1 : 188－191．
6）Inoue M. et al. 2013. J. Vet. Med. Sci. 75: 1055-1060.
7 ）村田浩一ほか　1988. 山階鳥研報20: 101-106
8 ）吉野智生　2024　阿寒国際ツルセンター紀19: 3－6
9 ）吉野智生　2025　阿寒国際ツルセンター紀20: 3－7
10）Klenova AV et al. 2007. Ornithol. Sci. 6 : 107-119.
11）正富宏之ほか　2017　阿寒国際ツルセンター紀14: 3 -26 
12）吉野智生ほか　2018　阿寒国際ツルセンター紀15: 21-26
13）正富欣之・正富宏之　2022　山階鳥学誌54：274-279
14）井上雅子　1999　動水誌40: 90-96
15）松本文雄ほか　2014　ふれあい129: 4 - 5
16） ニトリ・サルルンカムイ・プロジェクト連携協定事業支援委員会　2020　
ニトリ・サルルンカムイ・プロジェクトの歩み．北海道環境局自然環境課

写真10　ヒナ（生後約 1週間）

写真11　体重測定
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パーマカルチャーとの出会いを教えてください
　まず、聞きなれない方もまだまだ多いパーマカル
チャーを一言で説明するとしたら、「石油などの化石燃
料に依存する暮らしを改め、太陽の恵みを十分に活用
して地球環境や人に配慮した循環型の社会を築く」と
いうものです。そして、今自分は豊浦町で、地域の人
たちとのつながりを大切にし、生活に必要なものが少
しでも地域で循環するような生活の実践をしています。

　北海道に移住（U・I・Jターン）して、地域を巻き込
む取り組みをする輝く人を紹介するインタビュー。お
話を伺うのは、北海道各地を探訪し想いを形にする人
との出会いをつなぐ、地域プロデューサーのかとうけ
いこさん。35回目となる今回は、豊浦町にIターンし、
地域おこし協力隊を経て “農的暮らし” を実践して10
年目になる、「大橋ビオピオ農園」代表の大橋三千雄さ
んにお話を聞きました。

大橋　三千雄 （おおはし　みちお）さん　　建築家、養鶏家、パーマカルチャーデザイナー
1963年千葉市生まれ。15歳から北海道で育つ。東京で 2社、フランスで 1社、札幌に戻り 1社の建築設計事務所に勤務。個人住宅、公
共建築、商業建築の設計に関わっていた。1997年に独立し設計事務所を設立。2016年に友人のいる豊

とよ

浦
うら

町を訪ね、その 3か月後には移
住。現在はパーマカルチャーの実践者として地域循環型の養鶏を実践している。

インタビュー　飛翔のレシピ 35

自然環境とのつながり、
人とのつながりのあるべき姿を追求し
地域でゆっくりじっくり生きていく
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　もともと建築設計が生業で、35歳で独立した時に「地
球環境と人間の健康を守る建物を作りたい」という目
標を掲げました。ただ、環境と人の健康に気を使うと、
イニシャルコスト（初期費用）がアップしてしまうと
いう現実があります。その必要性を理解してもらえる
ように、2001年から地球環境と健康を学ぶ勉強会を企
画し、自らも学びました。そんななかでパーマカル
チャーに出会いました。当時を振り返ると、「暮らし
全体をどう持続可能にできるか」を考えるなかで自分
の専門である建築のほかに、自然とのつながりを目指
すパーマカルチャーの考え方は自分のなかでとても
しっくりきました。2013年に世界共通のパーマカル
チャーデザイナーという資格を取り、パーマカル
チャー北海道を仲間と立ち上げました。ベランダや市
民農園で野菜を育て、コンポスト＊を使って循環を考
えるという小さな一歩を踏み出しました。
豊浦町との出会いは？
　パーマカルチャーを一緒に学んだ東京の友人が、豊
浦町に移住したと連絡があり、遊びに行ったのが、豊
浦町に足を踏み入れた最初です。真冬の 2月でしたが、
大好きな海や山が近いこともあり、いい所だと感じま
した。そして 3月には役場を訪ねて、移住の可能性を
探しました。
　ちょうどその時、豊浦町では最初の地域おこし協力
隊を募集していました。担当者が柔軟で親切だったと
いうことも私の背中を押してくれたように思います。
私が田舎に移住したいことと、町が定住者を求めてい
たことが一致。最初の協力隊で良くも悪くも自由さが
あったことなどが決め手だったと思います。
地域おこし協力隊員としての 3年間は？
　 1年目は、なんでも屋さんでした。所属は農政課で
したが、ホタテ漁師の手伝い、クマの檻

おり

を設置と幅広
い活動で、多くの町民に出会う機会がありました。あ
りがたい時間でした。
　近隣の市町村との交流も必要と感じ、西胆

い

振
ぶり

の協力
隊ネットワークを立ち上げ、洞

とう や

湖
こ

町、壮
そう

瞥
べつ

町、伊
だ

達
て

市、白
しら

老
おい

町などの協力隊員と定期的に情報交換しまし
た。各地での取り組みや、抱える問題点がわかり、そ
れにより自分の立ち位置が明確になりました。
　 2年目には、パーマカルチャー連続講座というタイ
トルで、農的暮らし見学会や実践講座を毎月開催しま
した。その 1回目は、パーマカルチャー入門という題
名で私が講師となりパーマカルチャーを解説しまし
た。30人集まれば良いなと思っていたら、いろいろな
協力もあり70人も集まりその後の活動に勢いがつきま
した。
　 3年目は、起業に向けての事業計画書を提出し、養
鶏業を行うために協力隊終了時から卵の売り上げがあ
るよう 1年間かけて準備させてもらいました。鶏は卵
を産むまで約 5か月かかるので、10月に最初のヒナが
来るように、スケジュールをたててから、場所探し、
鶏舎建設、研修に励みました。
　平飼いで初生ヒナから育て、湧水を飲み、玄米を主
食にすべて道産の自家配合のエサを与えて健康な鶏の
卵を提供できるようにと考えました。
今後についてお聞かせください
　養鶏については、スタートして数年間で安定しまし
た。「BioPioクラブ」という会員制販売で会員さんには、
これまで通り毎週配達して、玄関先でお話を聞くスタ
イルを続けていきます。
　ホテル、レストラン、道の駅といった企業顧客と、
遠方に暮らす方への郵送も維持していきたいです。ふ
るさと納税の返礼品としても認知されてきたので、こ
れも情報発信を丁寧に続けていきます。
　今年、近隣の方から住宅を譲りうけ、最低限の修復
をして引っ越しました。これから時間をかけてパーマ
カルチャーの学びの場所にしたいです。
　ゲストルームをつくり宿泊可能とし、養鶏や建築、
畑作りから料理までを一緒に学べる場にしていきたい
と考えています。 （2025年 7 月取材）

＊　コンポスト（compost）
生ごみや落ち葉、下水汚泥などに含まれる有機物を微生物の作用を
利用して発酵・分解させて堆肥を作る容器。

インタビュー後記
　フランスで設計を学び仕事をし、豊浦町で地域おこし協
力隊員第一号になり定住した大橋さんは、評論家ではなく
実践家。ほとんど知り合いがいない町に飛び込み、じっく
り人脈を広げ活動内容も厚みがある姿は素晴らしいもので、
お話を聞きながらワクワクしました。
かとう　けいこ　㈱まちづくり観光デザインセンター代表
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【協力隊への応募経緯】
　前職では、東海圏内の地方部にある中小企業に対し、
採用課題の解決に向けたコンサルティング業務を実施
していました。その業務のなかで、採用課題の根本的
な原因として「町自体の人口減少」や「進学や就職に
伴う若手人材の流失」といったものに直面することも
多く、一企業の努力では解消し得ないような問題にぶ
つかる機会が非常に多くありました。また、毎年根室
市へ帰省するたびに、根室市でも同様の事象が顕著に
発生していることを感じており、「いつかは地元がな
くなってしまうのではないか」とすら考えるようにな
りました。
　そんななか、人材業での仕事をしていくなかで「地
方創生事業に携わりたい」「北海道で暮らしたい」「自

分で事業を起こしてみたい」という想いが日に日に強
くなり、2023年秋から冬ごろに転職や企業を考え、さ
まざまな情報収集を始めました。そのなかで『根室市
地域おこし協力隊』の制度を知り、「この制度であれ
ば自分の経験を活かしながら、やりたいことを叶

かな

える
チャンスがあるかもしれない」と思い、すぐにエント
リーをしたというのが応募の背景です。
【これまでの活動・今後の展望】
　着任 1年目は、『根室市内の現状を知る』という活
動と『根室市内での人脈づくり』にフォーカスした活
動に従事しました。根室市役所の方や地元企業との打
ち合わせを通じて「地元の人々が根室市の現状と未来
に対してどう考えているのか」を知るための活動を
行ったり、同じ地域おこし協力隊メンバーとの交流を
深め、共同イベント活動などを実施しました。根室市
は春～秋ごろにかけてさまざまなお祭りやイベントが
実施されるという特徴があり、そうしたイベントに『根
室市地域おこし協力隊』として飲食等のブースを出店
したり、地元企業とのコラボといった形で交流を図る
活動を継続しました。結果として、自身の活動を応援・
協力してくれるという方々とのご縁があり、任期 1年
目の終盤からは移住・定住促進を目的とした事業づく
りに着手することとなりました。

地域おこし協力隊　第48回

根室市
移住コーディネーターの挑戦

リアルを発信し、
新しい人の活気を！

飯田　雄貴 （いいだ　ゆうき）
1997年 5 月生まれ、根室市出身。大学卒業後、採用コンサルタン
トとして活動し、企業の中途採用支援業務に 4 年間従事。2024年
5 月より根室市地域おこし協力隊の移住促進コーディネーターと
して着任。

協力隊同士で地元のお祭りに出店



33 ’25.9

　着任 2年目を迎えた現在は、自身の事業として『移
住・定住促進に向けた情報プラットフォーム』の開発
を行っています。地方移住においては、仕事や住居探
しに並び、人間関係（新しいコミュニティ）づくりと
いった部分に大きなハードルが存在している状況で
す。その状況は根室市も例外ではなく、ネットなどで
は根室市の仕事等に関する情報が不足しているため、
根室へ直接足を運ばず情報収集を行う難易度は高い状
態となっています。市外（道外）からのアクセスが良
い町ではないため、「情報収集しづらい＝根室市への
移住意向が醸成されない」という図式となります。そ
のため、まずは『ネットを通じて根室市のことを気軽
に知れる』という環境が必要であると考え、「このサ
イトを見れば根室市の暮らし・仕事のイメージ・コミュ
ニティが分かる」という情報プラットフォームを作ろ
うと決意しました。2025年度中にはリリース予定であ
り、根室市のさまざまな企業にも参画いただきながら、
根室市の情報を今よりもオープンにすることで、移住・
定住者の増加につながるような施策にしたいと思って
います。
　さらに、サービスが根室市の情報プラットフォーム
として浸透した暁には『採用・商品販売・コミュニティ
のマッチングプラットフォーム機能』を拡張し、「こ
のサイトを見たら根室市が理解でき、つながりが持て
る」と言われるサービスにしたいと思っています。ゆ
くゆくは道東エリアや道北・道南の地方部エリアにま
で普及し、『北海道の地方部情報を網羅したプラット
フォーム』としての役割を担えるような媒体になりた
いと考えています。

【やりがい・課題】
　協力隊活動のやりがいは、『地域貢献の実感』と『故
郷をもっと好きになれること』の 2つです。活動を頑
張っていると、多くの市民・企業の方々に応援される
機会が日ごとに増えていると感じています。ほかにも、
地元企業とのコラボ企画などを通じて、普段は歩行者
が少ない商店街にたくさんの人が歩いている様子を生
み出すなど、文字通り地域に貢献できていると感じる
ことがとても嬉

うれ

しいです。そうした活動のなかで、子
どものころには気づけなかった、根室市で暮らす人々
の温かさや、「根室を元気にしたい」という想いのも
とで仕事・イベントに尽力する方々の姿を目にする機
会も多く、『人』を中心に根室市のことがもっと好き
になりました。
　一方で、『新しいものを浸透させることの難しさ』
という部分には大きな課題感を持っています。移住者
獲得に向けて採用の切り口からアプローチした際、都
市部では当たり前に普及しているような人材紹介型
サービスなどをご提案するも、仕組みや費用感に対し
てご理解いただけず、検討すら難しいといったケース
が生じました。ほかの協力隊員との協業活動において
も同様のケースが見受けられたため、「新しいものを
どのような形にし、どのように受け入れてもらうか」
を模索し続ける必要があると感じています。
【根室市地域おこし協力隊について紹介】
　現在、根室市地域おこし協力隊として活動している
多くの方が『何らかのスペシャリスト』であり、すで
に自身の事業を持たれている方が多いです。私は雇用・
採用支援のスペシャリストですが、ほかには飲食物の
商品開発者、サウナイベンター、プロカメラマン兼映
像制作家、トレーナー、作曲家、エステティシャン、
イラストレーター…など、さまざまな分野で活躍する
方が集まっています。根室市以外のエリアでもお仕事
をしている・できるという方ばかりなので、何か興味
があれば、根室市地域おこし協力隊公式  Instagram 
（＠nemuro_shot）までぜひご連絡ください！

移住検討者とお話ししている様子
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 「活動報告レポート」 

OKHOTSK FOOD CONCERTO協同組合

「さみーから、うめーんだ。オホーツク」を
合言葉に食の地域ブランド化に！

【まえがき】
　オホーツク地域は、北海道の北東部に位置し、農業・
林業・水産業全般にわたって一次産業が活発な地域で
す。冬期には、オホーツク海特有の流氷が接岸するこ
とから、ほかの地域にはない観光資源として、国内を
はじめ海外からも多くの観光客が訪れています。
　しかしながら、豊富な自然環境によって育まれた安
全・安心な農作物・海産物等は、国内外より非常に高
い評価を得てはいますが、物販面でみると、野菜、果
物、魚介類など、素材そのものを売りにする商品が主
流です。加工品については脇役的な取り扱いで、一次
産品が優良なゆえに、付加価値をつけて販売していく
ことになかなか着手できなかった現れです。
　また、当地域は大きな消費地から距離的に遠く人口
密度も低い上、エリアが広いことから、商圏としては、
遠紋地域（遠軽町、紋別市、雄

おう

武
む

町周辺エリア）、北
見地域（北見市周辺エリア）、網走地域（網走市周辺
エリア）の 3エリアに分かれています。

【組合設立】
　OKHOTSK FOOD CONCERTO協同組合は、自然
豊かな北海道オホーツク地域で生産された、上質かつ
安全・安心な食材を、より広く、より多くの消費者に
認知してもらうべく、オホーツクの発酵酢を基本とし
たオホーツク地域の企業連携による商品開発、ブラン
ディング開発、共同販売等の各種事業に取り組むため、

平成29年 9 月「OKHOTSK FOOD CONCERTO協同
組合」に名称変更設立。できたのが各地域の｢白

しろ

花
はな

豆
まめ

酢（留
る

辺
べ

蘂
しべ

町）｣｢こんぶ酢（雄武町）｣｢りんご酢（北
見市）｣｢黒大豆酢（滝

たきのうえ

上町）｣｢とまと酢（美
び

幌
ほろ

町）｣「な
がいも酢（北見市常

と こ ろ

呂）」など、オホーツク管内の特
産食材を使用したオホーツクの発酵酢です。現在もオ
ホーツク産食材の付加価値向上に取り組んでいます。

【組合の特徴と経営課題】
　当組合は、商品開発・企業支援・社会インフラ整備
支援等、数々の事業に関わってきた経験があり、オリ
ジナル商品であるオホーツク発酵酢について、単独の
事業者では難しい商品開発から販売までのステップ
を、組合で一貫して支援しています。
　また、組合員の意向によって、自社でも同じ商品を
販売することや、別の商品名、パッケージで自社製品
として販売するなど、さまざまな関わり方ができるた
め、多品種化に対応可能な体制を整えています。
　しかしながら、当組合ＨＰを中心としたネット販売
をはじめ、各種イベントへの参加で販売・販路拡大を
図っていますが、まだまだ知名度・認知度が低い現状
にあります。現状での生産量では原料・加工原価が高
くなるため、オホーツクの発酵酢は、健康的かつ高級
で素材などにこだわりがある商品を求める消費者な
ど、ターゲット層が狭い商品であることも広く浸透し
ない要因であると考えられます。

オリジナル発酵酢 「OKHOTSK Vinegar」

OKHOTSK FOOD CONCERTO協同組合組合員所在地
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【課題克服に向けた近年の積極的な活動】
　課題克服に向け、近年では原料を保管する冷凍機の
導入を行い、製品の安定的・量的生産が可能となって
きたことから、さらなる販路拡大を目指し、その販路
拡大を行うための情報発信する上で、最も重要な当組
合のHPについては、従来のパソコンからの閲覧前提
を、スマートフォンに対応し、見やすい、使いやすく
しユーザーエクスペリエンスの向上が図られ、訪問者
の満足度向上につながるほか、デザイン性の向上によ
るブランド力の強化、検索エンジン最適化とSNS連携
により、当組合の知名度向上と製品の売上増加が期待
できるように、積極的に発信できる体制を整え、各組
合員による販促活動に加え、道の駅等への出品、各種
イベントへの出展やリニューアルした組合HPから直
接販売可能なネットショップを開設するなど、道内外
への販路拡大の取組を積極的に行っています。

【これからの「オホーツク加工食品ブランド」を】
　これらの取組は、地域の小規模な生産者が単独で行
うことの困難だった 6次産業化を推進することで、地
域産材の付加価値を高めた商品の開発を実現し、食の
地域ブランド化に貢献している事業モデルです。今後
も、それぞれの地域と組合員が持つ強み、連携を強化
し、そしてオホーツクの発酵酢を活かした新商品の開
発と販路開拓に積極的に取り組み、当組合地域産材の
さらなる付加価値向上を目指していきたいと思います。

宇都宮福田屋百貨店にて販売会実施

宇都宮福田屋百貨店にて販売会実施

北海道中小企業くみあい祭り2023　出展

https://shop.okhotskfoodconcerto.com/

組合ロゴマーク
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　オルシクルマラ
プト（o－そこに 
rus－毛皮 kur－
を包

ほう

含
がん

する mar
apto－頭

ず

蓋
がい

:語源
は客

まろ

人
うど

）とは、
毛皮付きの羆

ひぐま

の
頭蓋を指す語で
す。このコラムでは過去 2 度ほどアイヌの代表的な霊
送りの儀礼であるイヨマンテについて書かせていただ
いたことがあります。イヨマンテは原則として、子熊か
ら育てた羆を送る儀礼ですが、山で授かった羆も送り
の儀式がされていました。藤村先生の最後の講義では、
この送りについて説明されていたのでご紹介します。
　生活のすべてを自然の恵みに依存していたアイヌの
人々は、自然を注意深く観察していました。例えば、
1月下旬から2 月初めの雨は羆の子どもを洗う、それ
から約1か月後に降る雨はシャチの子どもを洗う、と表
現していました。春熊猟は 3月に雪が堅雪へと変わり、
簡単に雪面を歩けるようになると始まります。羆は大抵、
陽の当たる南斜面に越冬用の穴を掘り、穴の一番奥で
周囲より一段高くなっている場所に笹を敷き詰め、そこ
を寝床とします。アイヌの人々は、前年のうちに、羆が
越冬用巣穴を掘った斜面の穴の位置を確認・記憶して
いました。羆は、秋に鮭

さけ

やドングリをたっぷり食べて越
冬に十分な栄養を蓄えます。肩の脂肪層は10センチほ
どの厚さにもなるそうです。そして、春先になるとどう
いう訳か、羆の穴の入り口付近に土くずのために雪色
が変色し、穴の場所が一層見分けやすくなります。神々
の物語には羆のお手伝いさん役の狸

たぬき

が、穴の中を掃除
して汚れた土を出すのだという話があります。
　羆の穴に到着すると、猟師は、巣穴を塞ぐように数
本の棒を立ててから、棒の先端に荷縄を結び、もう一
方を立木に結ぶことで、完全に封閉します。羆は、体
の構造上、前足は手前側にしか動かせないため、棒を
外側に押し出すことができません。そこで、羆は待ち
構えていた人によって仕留められ、その骸

むくろ

は荷縄をか

けて外へと引き出
されます。また、
この時、穴の中に
は手のひらに乗る
ほど小さな子熊が
いる場合もあるそ
うです。引き出し
た羆は早速にその

場で荷ほどき（解体）され、頭蓋つきの毛皮を背負う
人を先頭に、各部位の骨や肉、そして茣

ご

蓙
ざ

で包んだ内
臓等が順番に山から里へと降ろされますが、獲物を得
たことは、猟師の指示を受けた猟犬によってすでに村
に知らされています。一行の到着は、猟師たちが村近
くで木を叩

たた

いたり、空砲を撃ったりして知らせました。
村の入口近くでは、女性や子どもたちまで、総出で「オ
ノノー、オノノー」と、手を叩いて歌いながら迎えるこ
ととなります。
　そうして、一行は村長の家まで行くと、羆神（羆の
頭蓋）を、屋外に設けられた祭壇の神様に挨拶させて
から、神窓より家の中に運び入れます。この間も、先
ほどの歌はずっと歌い続けられます。また、送りの儀
式にはたくさんのご馳走が欠かせないため、各家が手
分けして準備しました。中でも一番大切なのは米粉や
イナキビやアワなどで作る団子ですが、それらはすべ
て精白しなければならないため、2 ～ 4 人ほどの女性
が一組になって臼でついて糠

ぬか

を取り除きます。この作
業は、「ヘッサオーヘッサ」という3拍子の歌などを歌
いながら、休まずに行われました。こうした送りの儀式
は1日だけでなく2日、 3日と続きます。
　道内では今年も羆の出没が相次ぎ、駆除が強化され
ています。昨年、白

しら

糠
ぬか

では 5 月に捕獲した羆を冷凍庫
で保管し、9 月になって関係者が費用を出し合って送
りの儀式をしたそうです。いつも申し上げることですが、
人手も費用もかかるイヨマンテや駆除された羆の送り
を、できれば公的補助により復活させることはできない
ものかと思います。これは、アイヌ文化伝承の根幹に
関わる重要なことなのです。

オルオルシシククルルマラマラププトト

もっと知りたいアイヌの心 44

佐賀　彩美（さが　あやみ）

アイヌ語地名研究会

北海道出身。北海道大学法学部卒業。モントレー国際大学院（現ミ
ドルベリー国際大学院モントレー校）通訳翻訳学科修士課程修了。
北海道大学大学院農学院農学専攻博士後期課程修了。全国通訳案
内士。

藤村　久和　氏　（1940-2025）　元北海学園大学名誉教授　北日本文化研究所代表　アイヌ語地名研究会会長
アイヌ学全般（精神文化・口承文芸・衣食住・民族医療(整体ほか)等）を研究領域とすると共に、アイヌの人々が自然を管理することなく、いかに共存してき
たかについて、その思想や哲学を自ら学び・実践してきた。主な著書：『アイヌの霊の世界』（小学館、1982年）、『アイヌ、神々と生きる人々』（福武書店、
1985年）、『アイヌ学の夜明け』（梅原猛氏との共編、小学館、1990年）、『アイヌのごはん』（監修、デーリィマン社、2019年）、『平成20～令和 6年度アイヌ民俗
文化財調査報告書アイヌ民俗技術調査 1～16』（北海道教育委員会、2008～2025年）等。

＊本稿は、元北日本文化研究所代表であった藤村久和先生を講師として（一社）北海道開発技術センターが自主事業として実施してきたアイヌ文化
勉強会の内容を筆者が取りまとめたものを、藤村先生に長年師事されていた花輪陽平氏に校閲いただいたものです。
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　農山漁村における地域の活性化や、個性的で魅力あ
る地域づくりの優れた活動を紹介するシリーズ。
　今回は「わが村は美しく－北海道」運動第８回コン
クールで優秀賞を受賞した「えさし水土里の会」の長
尾会長、近藤副会長、小笠原事務局にお話を伺いまし
た。
≪北海道第１号　日本遺産に認定された町≫
　北海道の南西部に位置し、北海道文化発祥の地とい
われる江差町は「江差の五月は江戸にもない－ニシン
の繁栄が息づく町－」のタイトルで、北海道第１号の
日本遺産に認定されました。民謡の王様「江差追分」、
北海道最古のお祭り「姥

うば

神
がみ

大
だい

神
じん

宮
ぐう

渡
と

御
ぎょ

祭
さい

」など数々の
有形・無形文化遺産が息づいているほか、江差沖で座
礁沈没した江戸幕府の軍艦「開陽丸」が復元され、幕
末のロマンを漂わせており、歴史的建造物が建ち並ん
だ「いにしえ街道」も整備され、多くの観光客を迎え
入れています。
≪伝統食を守るため≫
　歴史あるこの地域の伝統食を守っていきたいとの思
いを持った農家の主婦たちが、平成23年に廃校となっ
た小中学校を利用し、伝統食や郷土料理を作り、次の
世代に伝えていこうと始めました。

“水” が豊かで “土” があり作物をつくり “里” を
形成しているという自然の恵みを表し「えさし水土里
の会」と名付け、現在は事務局を含め、12人で活動し
ています。
　伝統食として作られている主なものは、代々伝わる
「型」（菊・桜・桃の花の形）で作る黒糖のおもち “か
たこもち”。薄く伸ばしたもちに甘く味付けし、天日
干しで乾燥させた “こうれん”。といったこの地域に
古くから伝わるお米のお菓子です。
　地域で採れる食材を使った、味噌や大豆かりんとう
など特産品も手掛けており、中でも枝豆を漬物にした
“豆漬け” はあっという間に売れてしまうほどの人気
商品です。
≪伝統食を次の世代に～≫
　会員たちは、農繁期の忙しい時期も家族の理解と協
力の下、伝統食作りに励み、地元の子どもたちに郷土
料理を教え、伝統食の良さを伝える活動をしています。
「ふるさとの味」でもあり「母の味」でもある郷土料
理と食文化を学ぶことは、その地域のことを深く知り
自然への恵みにも感謝する「やさしい気持ち」を育て
る大切な食育なのです。
　江差町も年々人口が減少し、伝えるべき子どもたち
も減っていますが、故郷を離れ大人になったとき、「小
さい頃に食べたあの味」と思い出してくれることを願
い、同じ思いを持つ次の世代につなげたいと、「この
指とまれ！」と呼び掛けています。

当協会ホームページ、「わが村は美しく－北海道」運動
第 1 ～ 9 回受賞団体の活動概要をまとめた冊子『生産
空間の活性化に資する地域事例集』をご覧ください。

えさし水
み

土
ど

里
り

の会
会　長　長尾　和子 さん（ながお　かずこ）

副会長　近藤　久美子 さん（こんどう　くみこ）

事務局　小笠原　明彦 さん（おがさわら　あきひこ）

未来へつなぐ　第55回

日本遺産の町の
伝統食を守る　　

かたこもち体験の様子

左から長尾さん、近藤さん　（後は旧江差町立朝日小中学校）



https://inbound-jp.info/forum/



https://chouseikan.c
eri.go.jp/web/event/



お ら知 せ

●（一財）北海道開発協会では、賛助会員を募集しています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。
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●「　　　　　　」へご意見・ご感想をお寄せください。
（一財） 北海道開発協会広報研修出版部
〒001－0011
札幌市北区北11条西２丁目セントラル札幌北ビル
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●「開発こうほう」は、北海道開発協会のホームページでも
　ご覧になれます。

　10月 2日（木）
　第47回　技術者交流フォーラム事業in網走
　　 ※詳細は39ページをご覧ください。

国営滝野すずらん丘陵公園
　 9月 1日（月）～30日（火）
　顔に見える葉っぱを探せ！
　　 顔に見える葉っぱを探しに行きましょう。見つけた葉っぱを写
真に撮って見せてくれた方に景品をプレゼント！落ち葉はひ
ろって持ってきてくれてもOK！

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　森の交流館
　　　●時　間　 9 :00～17:00
　 9月13日（土）～ 9月28日（日）
　コスモスフェスタ
　　 カントリーガーデンに広がる約70万本の可憐なコスモスをお
楽しみください。期間に合わせて、クラフト体験や秋を感じさ
せる、食や音楽のイベントを開催します。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　カントリーガーデン周辺
　　　●時　間　 9 :00～17:00
　 9月20日（土）・21日（日）
　たきの秋空文化祭2025＆札幌南マルシェ～
　　 札幌市内の小学生から社会人までの幅広い団体による屋外
コンサートや南区のさまざまな店舗が集まるマルシェを開催！
約70万本のコスモスが彩る丘の上で、音楽＆食欲の秋をお楽
しみください♪

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　カントリーハウス周辺
　　　●時　間　10:00～16:00
　　＊ コンサートの撮影について、You Tubeなどへの投稿は

控えてください。
※ 詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）までお
問い合わせください。

　 9月19日(金）
　北海道インバウンドフォーラム
　　 ※詳細は38ページをご覧ください。

40 ’25.9

　夏休みで旅行された方も多いと思います。
　旅は、目的地に滞在するだけでなく、移動
の過程も楽しみたいものです。その意味で残
念なのは、我が国では<サンライズ>を除いて
定期運航の寝台列車がすべてなくなってし
まったことです。
　遠い昔、筆者は上野・札幌間の<北斗星>に
乗りました。夜の街を眺めながらの食堂車で
の食事は、コースでなくアラカルトでしたが、
どんな高級レストランよりも美

お

味
い

しく思いまし
た。で、次はいつか<カシオペア>だと思って
いたら、いつの間にかなくなっていました。「飛
び恥」という言葉もあり、欧州では寝台列車
が復権していることを考えると、この状況は嘆
かわしいの一言です。飛行機を舞台にしたも
のに比べて、寝台列車を題材にした推理小説
は多数あるように、これは文化的にも由々しき
ことでしょう。
　全国から寝台列車が消えた背景には、旅に
も経済性や効率性を追求する考え方があると
思います。
　でも、効率優先で、早朝に出発して、昼食
後には睡魔に襲われてバスの中で爆睡、車窓
の美しい景色を全部スルー、なんて悲しいこ
とです。急ぎ足でなく、旅のそれぞれの過程
を大切にする楽しみ方をしたいものです。
　当研究所の観光に関する調査研究も、この
ような発想に立って進めております。 （目黒）

研究所だより研究所だより
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◦土木工事全般
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